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　新型コロナウイルス感染症の影響により、本紙掲載の事業やイベントなどが中止または延期となる場合があります。

　本紙掲載の市が主催する事業に参加する際には、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用をお願いいた

します。また、体温が 37.5 度以上の方や体調不良の方は参加できません。ご自宅で体調を確認してからご来場ください。



2021年 11月号 22021年 11月号3 KAZUNO CITY KAZUNO CITY

k a z u n o  n e w s

　

９
月
18
日
に
、
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
で
子
育
て
応
援
リ
ユ
ー
ス
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
の
一
般
家

庭
か
ら
提
供
さ
れ
た
制
服
や
通
学

カ
バ
ン
、
楽
器
、
習
字
セ
ッ
ト
な

ど
の
学
校
用
品
を
、
必
要
な
方
に

無
償
で
お
譲
り
す
る
事
業
で
す
。

　

会
場
で
は
、
親
子
で
、
制
服
や

ジ
ャ
ー
ジ
を
体
に
当
て
て
サ
イ
ズ

を
確
認
し
た
り
、
楽
器
や
習
字
道

具
な
ど
を
手
に
取
っ
た
り
し
て
、

今
後
の
学
校
生
活
に
役
立
て
よ
う

と
、
必
要
な
物
を
選
ん
で
い
ま
し

た
。

　

９
月
23
日
に
、
記
念
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
を
体
験

す
る
「
秋
季
ロ
ボ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
保

護
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
力
を
借
り
な

が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
、

ど
う
し
た
ら
う
ま
く
飛
ぶ
の
か
、

何
を
変
え
た
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
飛
ば

せ
る
か
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
が
ゴ
ー
ル
ま

で
到
達
し
た
と
き
は
「
や
っ
た
！
」

「
う
ま
く
い
っ
た
！
」
と
歓
喜
の
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
30
日
に
、
明
治
安
田
生
命

相
互
保
険
会
社
鹿
角
営
業
所
の
佐

久
間
所
長
ら
が
鹿
角
市
長
を
訪
れ
、

従
業
員
と
会
社
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

よ
り
集
め
た
「
私
の
地
元
応
援
募

金
」
を
本
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
と
の
協

働
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に
元
気

を
届
け
よ
う
と
い
う
同
社
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
昨
年
か
ら
続
い
て

3
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

佐
久
間
所
長
は
「
コ
ロ
ナ
の
収

束
が
見
え
ず
、
苦
労
さ
れ
て
い
る

と
思
う
。
文
化
交
流
や
子
育
て
事

業
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

子
育
て
応
援

リ
ユ
ー
ス
事
業

わ
く
わ
く
土
曜
教
室

２
０
２
１
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｏ

秋
季
ロ
ボ
リ
ン
ピ
ッ
ク

明
治
安
田
生
命

「
私
の
地
元
応
援
募
金
」

贈
呈

　

10
月
３
日
に
、
十
和
田
市
民
セ

ン
タ
ー
周
辺
で
鹿
角
市
総
合
防
災

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
の
内
容
は
、
大
規
模
地
震

が
発
生
し
、
行
政
機
関
の
出
動
が

追
い
付
か
な
い
と
い
う
状
況
を
想

定
し
た
も
の
で
す
。
現
地
指
揮
本

部
の
設
置
や
情
報
の
収
集
、
伝
達
、

避
難
誘
導
、
さ
ら
に
テ
ン
ト
で
煙

の
体
験
を
し
た
り
、
消
火
活
動
を

し
た
り
す
る
な
ど
、
地
元
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
各
訓
練
を
実
施
し
、

お
互
い
に
防
災
意
識
を
高
め
合
い

ま
し
た
。

　

９
月
26
日
に
、
文
化
の
杜
交
流

館
コ
モ
ッ
セ
で
「
第
26
回
鹿
角
市

芸
文
協
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸
能
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
鹿
角
に
新
た
な
誇
り

と
自
信
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

12
団
体
、
総
勢
約
90
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
舞
踊
や
バ
レ
エ
、
朗
読

劇
、
大
正
琴
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
、
観
客
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
黒
澤
会
長

が
「
歌
や
踊
り
、
音
楽
は
心
の
栄

養
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
触
れ
る
こ

と
は
心
を
豊
か
に
す
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
関
市
長
は
「
こ
の
芸
能

祭
が
こ
れ
か
ら
も
文
化
の
発
信
の

場
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念

し
ま
す
」
と
開
催
を
祝
い
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、

花
輪
ス
キ
ー
場
で
「
２
０
２
１
全

国
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ス
キ
ー
大
会
Ｉ
Ｎ
鹿
角
兼
全

日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ａ
級
公
認

２
０
２
１
鹿
角
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

プ
・
コ
ン
バ
イ
ン
ド
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
総
勢
約
２
０
０
人
の
選

手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
開
催
さ
れ
る
ス
キ
ー
大

会
は
約
1
年
半
ぶ
り
で
、
選
手

た
ち
も
久
々
の
大
会
で
し
た
が
、

日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
地
元
出
身
選
手
た
ち
も
健

闘
し
、
ジ
ャ
ン
プ
、
ロ
ー
ラ
ー
ス

キ
ー
と
も
に
、
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。　

鹿
角
市
総
合
防
災
訓
練

２
０
２
１
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス

キ
ー
大
会
Ｉ
Ｎ
鹿
角
兼
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ａ
級
公
認

２
０
２
１
鹿
角
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
・
コ
ン
バ
イ
ン
ド
大
会

鹿
角
市
芸
文
協

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸
能
祭

まちの話題

大
湯
環
状
列
石
ガ
イ
ド

入
門
講
座

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

来
館
者
２
０
０
万
人
達
成

　

9
月
24
日
に
、
文
化
の
杜
交

流
館
コ
モ
ッ
セ
で
、
来
館
者
が

２
０
０
万
人
を
達
成
し
た
こ
と
を

記
念
し
、
認
定
書
の
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

節
目
の
来
館
者
と
な
っ
た
の
は

花
輪
高
校
に
通
う
齊
藤
彩
乃
さ
ん

で
、
下
校
時
に
母
と
の
待
ち
合
わ

せ
で
、
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

齊
藤
さ
ん
は
「
２
０
０
万
人
突

破
は
、
と
て
も
お
め
で
た
い
事
。

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
コ
モ
ッ
セ

が
盛
り
上
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
関
市
長
は
「
鹿
角
の

文
化
に
触
れ
ら
れ
る
場
で
あ
り
、

多
く
の
学
び
の
場
所
と
し
て
、
今

後
も
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

4
月
か
ら
10
月
ま
で
、
毎
月
1

回
、
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

で
、
大
湯
環
状
列
石
の
ガ
イ
ド
入

門
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
大
湯
環
状
列
石
の
知
識
や
ガ

イ
ド
の
基
礎
を
身
に
つ
け
、
史
跡

ガ
イ
ド
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に

毎
月
行
っ
て
い
る
講
座
で
す
。

　

受
講
者
は
小
学
生
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
く
、
講
座
で
は
、
市
学

芸
員
や
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
の
方
が
講

師
を
務
め
ま
し
た
。
座
学
の
ほ
か
、

展
示
ホ
ー
ル
で
、
講
師
が
実
際
に

ガ
イ
ド
を
行
い
な
が
ら
、
案
内
や

説
明
の
コ
ツ
を
受
講
者
に
丁
寧
に

教
え
て
い
ま
し
た
。
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一般会計

予算の執行状況特別会計

上水道事業会計 令和 3 年度上半期

下水道事業会計 令和 3 年度上半期

市有財産

令和 2 年度決算

市税・国保税の収入状況 地方債残高

0       10      20     30      40      50      60     70  （億円） 0         10         20        30        40         50         60 （億円）

地方交付税 民生費

◆歳入予算額および収入済額 ◆歳出予算額および支出済額

市債

諸収入

衛生費

市税 総務費

繰入金 土木費

その他

農林水産費

県支出金 公債費

地方消費税交付金

商工費

その他

国庫支出金 教育費

地方譲与税

消防費

68 億 8,473 万 3 千円68 億 8,473 万 3 千円

51 億 2,120 万 8千円51億 2,120 万 8千円（74.4％）（74.4％）

59 億 319万 5千円59億 319万 5千円

22 億 2,183 万 3千円（37.6％）

28 億 4,550 万 4 千円

18 億 1,874 万 1千円（63.9％）

23 億 5,673 万 6 千円23 億 5,673 万 6 千円

9 億 1,035 万円（38.6％）

26 億 8,311 万 8 千円 20 億 1,555 万 9 千円

13 億 9,787 万 9 千円 19 億 7,341 万 8 千円

12 億 4,860 万円 13 億 9,529 万 9 千円

6 億 9,679 万 6 千円 12 億 9,347 万 8 千円

6 億 8,500 万円 8 億 3,257 万 5 千円

2 億 6,940 万円 7 億 8,213 万 2 千円

7 億 2,002 万 1 千円 2 億 9,732 万 5 千円

13 億 7,700 万円 19 億 5,833 万 4 千円

10 億 3,661 万 1千円（38.6％） 8 億 5,252 万 2千円（42.3％）

3 億 812万 4千円（22.0％） 9 億 2,665 万 5千円（47.0％）

0 円（0.0%） 4 億 5,084 万 5千円（32.3％）

1 億 7,475 万 8千円（25.1％） 6 億 6,399 万 4千円（51.3％）

4 億 376万 3千円（58.9％） 3 億 7,498 万 9千円（45.0％）

9,118 万 7千円（33.8％） 2 億 6,164 万 9千円（33.5％）

6 億 8,934 万 4千円6億 8,934 万 4千円（95.7％）（95.7％） 1 億 1,468 万 4千円（38.6％）

0 円（0.0％） 7 億 4,745 万 8千円（38.2％）

予算額
収入済額（収入率）

予算額
支出済額（執行率）

市税収入率は 63.9％と対前年度比 4.4 ポイン

ト増

令和 3 年度の執行状況（令和 3 年 9 月 30 日現在）および令和 2 年度決算における財政

健全化法に基づく健全化判断比率・資金不足比率の状況についてお知らせします。

収入済額
96 億 4,373 万 6 千円

（収入率 51.3％）

支出済額
75 億 2,497 万 9 千円

（執行率 40.0％）
歳出予算額

188 億
805 万 1 千円

歳入予算額

188 億
805 万 1 千円

一般会計では対前年度比 0.3％の増

　地方債とは市が事業

を行う際に借り入れた

債務であり、右の表は

9 月 30 日現在の残高

です。一般会計の合計

は 181 億 1,366 万 6

千円で前年度比 0.3％

増となっています。今

後も償還額と発行額の

バランスなどを考慮

し、適切な地方債管理

に努めていきます。

　特別会計とは、特定の歳入歳出

を法律や条例に基づき、一般会計

と区別して管理し事業を行う会計

です。市では左の表の 3 事業が

特別会計となっています。収入率

および執行率は、例年並みに推移

しています。

　自治体の財政破綻を未然に防ぐとと

もに、悪化した団体に対して早期に健

全化を促すことを目的とした「財政健

全化法」（平成 19 年６月制定）に基

づき財政指標を公表しています。本市

の令和 2 年度決算に基づく健全化判

断比率および資金不足比率は右の表の

とおり、いずれも基準以下となり、す

べて「健全」段階となりました。なお、

資金不足比率は、自治体が運営する公

営企業の健全度を図る指標で、本市の

対象となる会計は「上水道事業会計」

「下水道事業会計」の 2 つの会計です。

　市税の収入状況は下記のとおりです。なお、市民一人

当たりの額に換算すると、市税全体では予算額 97,372

円に対し、現在 62,237 円が納められています。また、

国民健康保険税は予算額 83,875 円に対し 34,821 円

が納められています。
※令和 3 年 9 月 30 日現在の人口 29,223 人、国保被保険者 6,145
人で算出

※収入率…歳入予算総額（収入と
なるべき予定額）に対する歳入収
入済額（実際に収入となった金額）
の割合

※執行率…歳出予算総額（支出する予定額）
に対する歳出支出済額（実際に支出した金額）
の割合

※赤字額、資金不足額が生じない場合は「－」（該当なし）で表示。

令和 2 年度からの繰越額

6 億 3,245 万 8 千円を含む

※令和 3 年 9 月 30 日現在

収入率は 35.7％、執行率は 26.8％と例年並み 基 金 は、 前 年 度 比

5.7％の減

収入率は 40.4％、執行率は 25.7％

執行状況は収入率 51.3％、執行率 40.0％

健全化判断比率と資金不足比率は「健全」段階

収入率、執行率ともに例年並みに推移

詳しくは、市ホームページをご覧ください。https://www.city.kazuno.akita.jp/

一般会計 残高 割合

臨 時 財 政 対 策 債 59 億 4,810 万 6 千円 32.8%

教 育 債 31億 8,478 万 9 千円 17.6%

総 務 債 21億 9,639 万 8 千円 12.1%

商 工 債 21億1,560 万円 11.7%

土 木 債 10 億9,696 万 6 千円 6.1%

公 営 住 宅 債 9 億 3,981万 8 千円 5.2%

農 林 水 産 債 8 億 6,002 万円 4.7%

衛 生 債 6 億 9,299 万 5 千円 3.8%

民 生 債 6 億 2,662 万 3 千円 3.5%

そ の 他 4 億 5,235 万 1千円 2.5%

計 181億 1,366 万 6 千円 100.0%

区分 予算額 収入済額 収入率

市 民 税 10 億 4,744 万 8 千円 6 億4,867 万 4 千円 61.9%

固定資産税 14 億３，８４３万1千円 9 億 2,389 万円 64.2%

軽自動車税 1億2,252 万 7 千円 1 億 1,880 万 7 千円 97.0%

市たばこ税 2 億1,536 万円 1億1,749 万 8 千円 54.6%

入 湯 税 2,173 万 8 千円 987 万 2 千円 45.4%

計 28 億 4,550 万 4 千円 18 億1,874 万1千円 63.9%

国民健康保険税 5 億1,541万円 2 億1,397 万 6 千円 41.5%

区分 面積（㎡）

土 地 20,988,116

建 物 241,273

区分 令和 2 年度末現在高

有価証券

出 資 金

貸 付 金

4 億2,808 万円

基 金
（特別会計

含む）

59 億 2,944 万 2 千円

区分 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険事業 32 億 8,761万 2 千円 15 億1,367 万 2 千円 46.0% 12 億 3,908 万円 37.7%

後 期 高 齢 者 医 療 4 億 2,790 万円 1億 3,845 万 5 千円 32.4% 1億 4,436 万 8 千円 33.7%

介 護 保 険 事 業 48 億 238 万 6 千円 20 億 7,284 万 8 千円 43.2% 20 億 3,091万1千円 42.3%

合　計 85 億1,789 万 8 千円 37 億 2,497 万 5 千円 43.7% 34 億1,435 万 9 千円 40.1%

区分 収入予算額 収入済額 収入率 支出予算額 支出済額 執行率

収益的収支 6 億 3,679 万 7 千円 2 億 7,394 万1千円 43.0% 6 億 2,311万 9 千円 1億 4,425 万 5 千円 23.2%

資本的収支 1億 5,640 万 2 千円 887 万 3 千円 5.7% 4 億 2,329 万 6 千円 1億 3,651万 2 千円 32.2%

合計 7 億 9,319 万 9 千円 2 億 8,281万 4 千円 35.7% 10 億 4,641万 5 千円 2 億8,076 万 7 千円 26.8%

区分 収入予算額 収入済額 収入率 支出予算額 支出済額 執行率

収益的収支 8 億 8,491万 3 千円 4 億 4,748 万円 50.6% 8 億 8,491万 3 千円 1億 2,641万 1千円 14.3%

資本的収支 4 億 6,222 万 3 千円 9,688 万1千円 21.0% 7 億 2,334 万1千円 2 億 8,725 万 9 千円 39.7%

合計 13 億 4,713 万 6 千円 5 億 4,436 万1千円 40.4% 16 億 825 万 4 千円 4 億1,367 万円 25.7%

健全化判断比率 令和 2 年度比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 
一般会計等の赤字から財政
運営の深刻度をみる比率

ー 13.18% 20.00%

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

ー 18.18% 30.00%

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさか
ら資金繰りの危険度をみる

比率

8.4% 25.0% 35.0%

将来負担比率
市が抱える負債の残額から
将来財政への圧迫度をみる

比率

52.2% 350.0%

資金不足比率 令和 2 年度比率 経営健全化基準 備考

資金不足比率
企業会計の資金不足割合か
ら経営状況の深刻度をみる

比率

ー 20.0%
対象会計は
左記事参照市ホームページはこちら

からもご覧になれます

（参考：令和 2 年 9 月 30 日現在の収入率 42.7％、執行率 39.8％）
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上
手
な
医
療
機
関
の
か
か
り
方
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。　

　

医
療
費
に
対
す
る
保
険
給
付
の
財

源
は
、
皆
さ
ん
の
国
保
税
や
後
期
高

齢
者
医
療
な
ど
の
保
険
料
で
あ
り
、

医
療
費
が
増
え
る
と
国
保
税
や
保
険

料
の
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
す
。
医
療

機
関
へ
の
か
か
り
方
や
日
頃
の
健
康

づ
く
り
を
意
識
し
て
、
医
療
費
を
抑

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
機
関
を
変
更
す
る
と
、
そ
の

都
度
初
診
料
や
検
査
料
が
発
生
し
、

医
療
費
が
増
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
主
治
医
に
相
談
せ
ず
他
の

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
、
同
じ
検

査
や
投
薬
に
よ
り
、
悪
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と

は
患
者
が
主
治
医
に
相
談
し
た
う
え

で
主
治
医
以
外
の
意
見
を
聞
く
こ
と

で
、
主
治
医
に
相
談
な
く
他
の
医
療

機
関
を
受
診
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

　

休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
機
関

は
、
緊
急
性
の
高
い
方
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、
医
療
費

が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

休
日
・
夜
間
に
受
診
す
る
前
に
、

テ
レ
フ
ォ
ン
病
院
24
（
☎
０
１
２
０

‐
９
５
９
‐
７
８
３
）
の
利
用
や
、

平
日
の
診
療
時
間
内
の
受
診
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
多
剤
服
用
（
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
）
に
よ
っ
て
、
副
作
用
や
薬

物
有
害
事
象
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

何
種
類
以
上
の
薬
を
併
用
す
れ
ば

多
剤
服
用
に
該
当
す
る
と
い
う
明
確

な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
的

に
４
～
６
種
類
以
上
の
薬
を
併
用
し

て
い
る
状
態
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
持
病
が
あ
り
毎
月
内
科
を

受
診
し
て
い
る
人
が
、
同
じ
月
に
眼

科
や
整
形
外
科
に
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ

で
薬
を
も
ら
い
、
さ
ら
に
市
販
薬
を

購
入
し
た
場
合
、
も
ら
い
す
ぎ
の
意

識
は
な
く
て
も
多
剤
服
用
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
異
な
る
医
療
機
関
か
ら
同

じ
効
能
の
薬
が
重
複
し
て
処
方
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
重
複
服
薬
の
問
題

も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

同
じ
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
て
い

れ
ば
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど

も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
が
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
薬
が
増
え
る
だ
け
、
副
作

用
や
薬
物
有
害
事
象
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。

　

お
薬
手
帳
に
は
、
病
歴
や
薬
に
よ

る
副
作
用
歴
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無

な
ど
の
基
本
情
報
を
書
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
医
師
や
薬
剤
師
が
薬
を
安

全
に
処
方
、
調
剤
す
る
の
に
役
立
ち
、

伝
え
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
お
薬
手
帳
は
、
同
時
に
複

数
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
利
用
し
て

い
る
場
合
で
も
、
１
冊
に
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。
医
師
や
薬
剤
師
が
現
在
の

服
薬
状
況
を
把
握
で
き
、
薬
の
重
複

や
飲
み
合
わ
せ
な
ど
も
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
高
血
圧
症
の
薬
を
１

日
１
回
飲
ん
で
い
る
方
の
場
合
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
変
え
る
こ
と
で

年
間
４
千
円
程
度
の
節
約
に
な
り

ま
す
。

　

そ
の
他
、
通
院
の
た
び
に
違
う

薬
局
に
行
く
よ
り
、
毎
回
「
か
か

り
つ
け
薬
局
」
に
お
薬
手
帳
を

持
っ
て
い
く
だ
け
で
も
医
療
費

（
薬
代
）
は
安
く
な
り
ま
す
。

　

就
職
や
扶
養
に
よ
り
新
し
い
保
険

に
加
入
し
た
方
は
、
就
職
日
（
扶
養

の
認
定
日
）
以
降
、
こ
れ
ま
で
の
保

険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
前
の
保

険
証
を
使
用
し
た
場
合
、
後
か
ら
医

療
費
の
保
険
給
付
分
が
請
求
さ
れ
ま

す
。
手
元
に
新
し
い
保
険
証
が
届
く

前
に
受
診
が
必
要
な
時
は
、
新
し
い

保
険
者
や
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

国
保
加
入
者
が
就
職
な
ど
に
よ
り

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
さ
れ
る
場

合
、
国
保
を
や
め
る
手
続
き
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
自
動
手
続
き

や
、
職
場
に
よ
る
代
行
手
続
き
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
手
元
に
保
険
証
が
２

種
類
あ
る
場
合
は
、
二
重
加
入
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
証
２

枚
を
持
参
し
、
市
民
課
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
別
世
帯
の
方
が

手
続
す
る
と
き
は
、
委
任
状
（
押
印

あ
り
）
が
必
要
で
す
。

鹿角市国民健康保険における

医療費（円）

一人当たりの医療費

平成 28 年度 382,096

平成 29 年度 388,273

平成 30 年度 397,256

令和元年度 411,262

令和 2 年度 424,315

医
療
費
は
年
々
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

相
手
が
い
な
い
交
通
事
故
（
物
損
な
ど
）

　

自
分
が
負
担
す
べ
き
医
療
費
で

す
。
お
持
ち
の
健
康
保
険
証
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

仕
事
中
に
け
が
を
し
た

　

労
災
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

受
診
時
に
は
自
分
の
保
険
証
は
使
わ

ず
、
仕
事
中
の
事
故
（
労
災
）
で
あ

る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

旅
行
中
で
保
険
証
が
な
い

　

ま
ず
は
全
額
自
己
負
担
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
診
療
内
容
が
わ
か
れ

ば
申
請
に
よ
り
一
部
払
い
戻
し
と
な

る
た
め
、
領
収
書
は
捨
て
ず
に
保
険

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、

軽
度
な
身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当

て
す
る
こ
と
で
す
。
適
度
な
運
動
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
十
分
な

睡
眠
・
休
息
、
健
康
診
断
受
診
な
ど

に
よ
り
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
を
意
識
し

ま
し
ょ
う
。
軽
い
け
が
や
風
邪
な
ど
の

た
め
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
処
方
箋
な
し
で

購
入
で
き
る
市
販
薬
）
な
ど
を
利
用

す
る
と
き
は
、
薬
剤
師
に
相
談
し
て

症
状
に
あ
っ
た
薬
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

は
し
ご
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

薬
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

薬
の
「
節
薬
」

新
し
い
保
険
証
が
届
く
前
の
病
院

受
診
に
は
注
意
が
必
要
で
す

「
お
薬
手
帳
」
は
１
冊
に
ま
と
め

ま
し
ょ
う

国
保
の
脱
退
は
本
人
・
家
族
に
よ

る
手
続
き
が
必
要
で
す

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か
ら
傷

病
を
受
け
た
場
合
で
も
、
国
保
や
社

保
を
使
っ
て
病
院
で
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
必
ず

保
険
者
（
国
保
な
ら
市
民
課
国
保
医

療
班
）
へ
連
絡
し
、
「
第
三
者
行
為

に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り
す

る
と
国
保
や
社
保
を
使
っ
て
受
診
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

知
人
の
ペ
ッ
ト
に
手
を
ひ
っ
か
か
れ
た

　

知
人
（
第
三
者
）
が
負
担
す
る
べ

き
医
療
費
で
す
。
「
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
で

自
分
の
保
険
証
で
の
受
診
が
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
保
険
者
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。

相
手
が
い
る
交
通
事
故

　

状
況
に
よ
り
負
担
責
任
は
変
わ
り

ま
す
。「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

を
提
出
す
る
こ
と
で
自
分
の
保
険
証

で
の
受
診
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
保
険
者
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
の
医
療
費
っ
て

ど
う
な
る
の
？

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
で
の

受
診

　

平
日
で
も
夕
方
以
降
は
加
算
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

上
手
な
医
療
機
関
の
利
用
法

適
正
受
診

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

病気とみなされないもの

　健康診断・人間ドック、予防接種、

正常な妊娠・出産、美容整形、経済上

の理由による妊娠中絶など

他の保険が使えるとき

　仕事上の病気やけが（労災保険の対

象になります）

法やルールに反するとき

　故意の犯罪行為や故意の事故、けん

かによるけが、医師や保険者の指示に

従わなかったときなど

保険証が使えない場合

問 市民課 国保医療班 ☎ 30-0222
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　鹿角といえばお馴染み、紅白歌合戦への出演

や県内外各地のイベントで大活躍中のイメージ

キャラクター「たんぽ小町ちゃん」。お誕生日

はきりたんぽの日の 11 月 11 日です。

～願う踊り・奏でる踊り～

鹿角市民俗芸能フェスティバル鹿角市民俗芸能フェスティバル

　

鹿
角
市
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

市
内
外
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸

能
を
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
形

民
俗
文
化
財
な
ど
の
価
値
と
魅
力
を
発
信

し
、
保
存
と
伝
承
、
継
承
者
の
発
掘
・
育
成

の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
27
年
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
内
各
地
で
古
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
踊
り
の
ほ
か
、
県
内
の
神
楽
や
風

流
系
の
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

問 

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

　

 

☎
30
‐
１
５
０
４

　

情
緒
豊
か
で
優
雅
な
踊
り
と
、
男
女
と
も
に
「
箪

笥
の
底
を
着
て
踊
る
」
と
言
わ
れ
る
紋
付
や
留
袖

の
着
物
に
、
豆
絞
り
の
手
拭
で
口
元
を
隠
し
て
顎

下
で
結
ぶ
独
特
な
頬ほ

っ
か
む被

り
の
衣
装
が
特
徴
で
す
。

　

「
風

ふ
り
ゅ
う
お
ど
り

流
踊
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

へ
の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
修
験
道
の
山
伏
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
き
た
神
楽
で
、
11
月
か
ら
正
月
に
か
け
て
村
々

を
回
り
、
息
災
延
命
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ど
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踊

12 月 5 日日 13 時開演

文化の杜交流館コモッセ 文化ホール

500円（当日800円）

場所

チケット
※全席指定・未就学児入場不可

チケットは、コモッセ窓口・各市民センター・大湯支所・小

坂町セパーム・ほくしか鹿鳴ホールで取り扱っています。

日時

（12 時 30 分開場）

「風
ふりゅうおどり

流踊」は、2022 年のユネスコ無形文化遺産を目指しています。

　国の重要無形民俗文化財に指定されている※風流系芸能団体で、全国民俗芸能「風流」保存・振興連

合会を設立し、ユネスコ無形文化遺産への登録を目指しています。

　秋田県では、「毛馬内の盆踊」と「西馬音内の盆踊」が連合会に加入しています。
※風流とは：念仏踊や雨乞い踊、盆踊、太鼓踊など、華やかな衣装で囃子や歌、手振りが付いた踊りの総称。

きりたんぽきりたんぽ発祥まつり発祥まつり

　日に日に寒さが増し、新米で作るきりたんぽが美味しい季節となりました。今年も「きりた日に日に寒さが増し、新米で作るきりたんぽが美味しい季節となりました。今年も「きりた

んぽ発祥まつり」を開催します。市内各所の名店が集い、さまざまなきりたんぽ鍋を味わうこんぽ発祥まつり」を開催します。市内各所の名店が集い、さまざまなきりたんぽ鍋を味わうこ

とができます。ぜひ会場にお越しいただき、鹿角発祥のきりたんぽ鍋をお楽しみください。とができます。ぜひ会場にお越しいただき、鹿角発祥のきりたんぽ鍋をお楽しみください。

　目玉はなんといっても、発祥の味を再現した目玉はなんといっても、発祥の味を再現した

「「雉雉
きじきじ

出汁みそ風味の山子鍋」。きりたんぽ発祥の地出汁みそ風味の山子鍋」。きりたんぽ発祥の地

である鹿角ならではの逸品。その昔、山子（山かである鹿角ならではの逸品。その昔、山子（山か

ら材木を切り出す人々）が食べていたとされる雉ら材木を切り出す人々）が食べていたとされる雉

を使った野趣あふれる味を、普段食べているきりを使った野趣あふれる味を、普段食べているきり

たんぽ鍋と食べ比べるのがおすすめです。たんぽ鍋と食べ比べるのがおすすめです。

　なお、「山子鍋つゆ」は道の駅かづの あんとら　なお、「山子鍋つゆ」は道の駅かづの あんとら

あ売店で販売しています。あ売店で販売しています。

○発祥の地かづの伝承の味 山
や ま ご

子鍋 ○たんぽ小町ちゃんの誕生日

◆◆日時日時　　11 月 3 日 11 月 3 日 水水 10 時～ 15 時 10 時～ 15 時

◆◆場所　道の駅かづの あんとらあ場所　道の駅かづの あんとらあ

問 発祥の地鹿角きりたんぽ協議会 ☎ 22-0555

問 問 産業活力課 観光交流班　☎ 30-0248産業活力課 観光交流班　☎ 30-0248

鹿鹿
ろ っ こ ん さ いろ っ こ ん さ い

魂祭魂祭
◆出演予定演目

　　あんとらあのリニューアル記念と文化や自然遺産を観光資源とあんとらあのリニューアル記念と文化や自然遺産を観光資源と

するヘリテージ・ツーリズム推進の一環として、市内各地区で開するヘリテージ・ツーリズム推進の一環として、市内各地区で開

催される伝統的な祭りや芸能が一堂に会する観光イベント「鹿魂催される伝統的な祭りや芸能が一堂に会する観光イベント「鹿魂

祭」を開催します。祭」を開催します。

　花輪ばやしをはじめ、たくさんの祭り・伝統芸能が出演します。ぜ　花輪ばやしをはじめ、たくさんの祭り・伝統芸能が出演します。ぜ

ひこの機会に地域に残る伝統文化に触れ、鹿角文化の魅力を再発見ひこの機会に地域に残る伝統文化に触れ、鹿角文化の魅力を再発見

してみませんか。秋も深くなってきましたが、熱い 2 日間をお楽ししてみませんか。秋も深くなってきましたが、熱い 2 日間をお楽し

みください。みください。

◆◆ 日 に ち 　11 月 13 日 土、14 日 日 に ち 　11 月 13 日 土、14 日 日日  

◆◆ 時 間 　　10 時～ 15 時時 間 　　10 時～ 15 時

◆◆ 場 所 　　道の駅かづの あんとらあ場 所 　　道の駅かづの あんとらあ

花輪ばやし花輪ばやし

大森親山獅子大森親山獅子
大権現舞大権現舞

からめ節からめ節

湯瀬神明社湯瀬神明社

先祓舞先祓舞

大湯大太鼓大湯大太鼓

毛馬内盆踊り毛馬内盆踊り

　スケジュールなど、詳細はホー　スケジュールなど、詳細はホー

ムページをご覧ください。ムページをご覧ください。

P21 の市民全員ガイド化計画でも、きりたんぽ鍋について

紹介していますので、ぜひご覧ください。
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 令和４年度 
保育園・認定こども園などの
入園申込が始まります

保育園

認定こども園

私立幼稚園

保育園名 住所 問い合わせ先

花輪さくら保育園 花輪字上中島 93 ☎ 23-3445

花輪にこにこ保育園 花輪字刈又 19-1 ☎ 23-4602

わんぱくはうす 花輪字上花輪 175-2 ☎ 23-8438

毛馬内保育園 十和田毛馬内字下小路 67 ☎ 35-2460

錦木保育園 十和田錦木字浜田 91-1 ☎ 35-2402

大湯保育園 十和田大湯字下ノ湯 51-13 ☎ 37-2011

認定こども園名 住所 問い合わせ先

あおぞらこども園 花輪字平元向平 30 ☎ 22-4154

八幡平なかよしセンター 八幡平字小豆沢碇 108-1 ☎ 32-2180

幼稚園名 住所 問い合わせ先

鹿角カトリック幼稚園
十和田毛馬内字下小路
59 番地 1

☎ 35-2063

①日中勤めに出ている
②内職、自営業、農業をしている
③出産の前後である
④疾病や障がいがある
⑤病気や障がいのある家族を看護・介護している
⑥火災その他災害の復旧に従事している
⑦就学中（学校または資格取得のため）、求職活
　動中である

問 すこやか子育て課 こども家庭応援班 ☎ 30-0235

I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram

F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook

▶特別保育

　特別保育を実施している施設があります。詳しくは
各施設またはすこやか子育て課こども家庭応援班にお
問い合わせください。

延長保育

通常の保育時間を超えて保育が必要な場合に延長

して保育を実施。

対象 : 当該施設入園児

一時保育

保護者の都合により、一時的に保育が必要な場合

に日単位で保育を実施。

対象：非入園児

病児保育

病中にあって、集団保育を受けることが困難な場

合に、かづの厚生病院内の病児保育室にて日単位

で保育を実施。

対象：入園児・非入園児・小学生

病後児
保育

回復期にあって、集団保育を受けることが困難な

場合に、花輪さくら保育園内の病後児保育室にて

日単位で保育を実施。

対象：入園児・非入園児・小学生

▶入園資格

保育園・認定こども園（保育）

0 歳～ 5 歳（令和 4 年度のクラス年齢※以下同様）

家庭的保育施設

0 歳～ 1 歳

保護者の状況が次の①～⑦のいずれかに該当し、保育が

必要な児童

認定こども園（教育）

3 歳～ 5 歳

▶申込受付場所　

　各保育園・認定こども園、すこやか子育て課こども

家庭応援班（福祉保健センター内）

※申込用紙は受付場所のほか、子育て総合案内所

O
オ ガ ー レ

GARE（子ども未来センター内）にも設置していま

す。また、市ホームページからもダウンロードできます。

▶入園の決定　令和 4 年 2 月中旬にお知らせします。

▶保育料　令和 4 年 4 月中旬にお知らせします。

▶仮申込について

　出生前のお子さまの入園希望や、年

度途中の入園希望について「仮申込」

を受け付けます。詳しくは市ホームペ

ージをご覧ください。

▶私立幼稚園

　随時入園申込を受け付けています。詳しくは下記施

設に直接お問い合わせください。
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く
だ
さ
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ん
く
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ジ
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ン
プ
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の
上
で

八
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平
大
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八
幡
平
大
沼

八
幡
平
温
泉
郷

八
幡
平
温
泉
郷

家庭的保育施設

施設名 住所 問い合わせ先

ぴよっこえん 花輪字扇ノ間 93-9 ☎ 23-3601

申込期限
11 月 30 日火

▶施設一覧

高校生ならではの視点で市の魅力を発信高校生ならではの視点で市の魅力を発信

　

今
回
は
、
八
幡
平
大
沼
、
八
幡
平
温
泉

　

今
回
は
、
八
幡
平
大
沼
、
八
幡
平
温
泉

郷
、
花
輪
ス
キ
ー
場
の
取
材
に
行
っ
て
き

郷
、
花
輪
ス
キ
ー
場
の
取
材
に
行
っ
て
き

ま
し
た
の
で
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
し
た
の
で
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
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、
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ま
た
、
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、
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イ
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タ
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近
な
出
来
事
や
風
景
な
ど
も
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
随
時
発
信
し

ラ
ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
随
時
発
信
し

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問問  

政
策
企
画
課

政
策
企
画
課  

政
策
推
進
班

政
策
推
進
班

　　

  

☎☎
3030
‐
０
２
０
５

‐
０
２
０
５

鹿
角
の
魅
力
発
信
第
２
弾

鹿
角
の
魅
力
発
信
第
２
弾

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ※就労証明書について　令和 4 年度の入園申込か

ら、全国統一の標準様式となります。事業主の皆
さまはご協力をお願いします。

2021年 11月号11 KAZUNO CITY 2021年 11月号 10KAZUNO CITY



2021年 11月号13 KAZUNO CITY 2021年 11月号 12KAZUNO CITY

行政 information

13 KAZUNO CITY 12KAZUNO CITY

新規で利用を希望する方向けに放課後児童ク

ラブの説明会を開催します。

▶日時　11 月 13 日土 10 時～ 11 時 30 分

　　　　（受付 9 時 45 分～）

▶場所　花輪市民センター  講堂 （コモッセ内）

▶対象　放課後児童クラブの利用を初めて希望す

る保護者（兄姉が児童クラブを利用していない新

1 年生や、今まで児童クラブを利用したことがな

い在校生の保護者）

▶「児童クラブ登録申込書」について　当日会場

で配布するほか、子ども未来センターと福祉保健

センターに備え付けます。

▶無料託児について　説明会開催時に無料託児を

希望される方は、11 月 2 日火までに、子ども未

来センターまでお申し込みください。

※ファミリー・サポート・センター未登録の方は、

登録手続きが必要です。また、保育園などを利用

できる方はそちらを優先してください。

問 すこやか子育て課 こども家庭応援班 ☎ 30-0235

自宅で収入が得られるテレワークの実践に役

立つ IT 講座を開催します。

▶オリエンテーション　

各研修コースの概要説明・スキルチェックを行い

ます。

▶マイクロタスク講座（定員 10 人）　

仕事を発注する企業が講師となり、データ入力な

ど自宅でできる仕事内容を体験します。

▶動画制作講座（定員 10 人）　

スマートフォンで撮影した動画に、音楽や文字を

入れる編集を行い、1 本の動画を制作します。併

せて、SNS を活用した効果的な情報発信をする

ための概念、手法を学びます。

※①②は連日参加が必須です

▶申込方法

右記 QR コードから「申込フォー

ム」にアクセスし、お申し込みく

ださい。

問 産業活力課 産業戦略班  ☎ 30-0250

初めて利用を希望する保護者の方へ テレワーカー活躍促進事業

令和 4 年度　放課後児童クラブ説明会 スキルアップ講座を開催

行政 information

目撃が増えているニホンジカ、イノシシの定着

を防ぐために捕獲事業を行います。山林で捕

獲を行うことがありますので、ご了承ください。

▶実施期間　令和 3 年 11 月 1 日🈷から令和 4 年

3 月 15 日火まで

▶対象鳥獣　二ホンジカ、イノシシ

▶実施者　秋田県猟友会（県委託）

問 農地林務課 森林経営管理班 ☎ 30-0264

農林業被害や生態系への影響を防ぐため

指定管理鳥獣捕獲事業の実施

新型コロナウイルス感染症の感染予防に対す

る経済的負担が大きくなっている世帯に、

プレミアム付き商品券を配布しています。対象世

帯には申請書を送付していますので、まだ申請さ

れていない方は、期限までに申請してください。

　申請書が届き次第、審査を行い、順次商品券を

送付します。

▶申請期限　11 月 30 日火

問 福祉総務課 総務企画班 ☎ 30-0233

プレミアム付き商品券を配布

新型コロナウイルス対策生活応援事業

売上が減少した事業者の皆さんへ

鹿角市事業継続支援金

盛岡市近隣にお住まいの独身女性が、移住体

験ツアーで本市を訪れます。一緒に市内を

巡り、鹿角の魅力を伝えてみませんか。

▶日時　12 月 4 日土（11 時集合）、5 日日（16

時解散）

▶参加条件　市内在住の 30 代～ 40 代の独身男性

▶募集人数　男性 5 ～ 10 人程度

▶参加費　5 千円（宿泊費含む）※当日集金

▶申込方法　下記 QR コードから「申込フォーム」

にアクセスし、お申し込みください。

▶申込締切　11 月 26 日金

※申込多数の場合は抽選

問 政策企画課 政策推進班 ☎ 30-0205

これまでに 3 組の成婚者が誕生

出会い応援 縁結びバスツアー

新型コロナウイルス感染症の影響により、売り

上げが大きく減少した事業者の事業活動継

続を支援するため、最大 30 万円の支援金を支給

しています。対象となる方は期限内に申請してく

ださい。

▶申込締切　11 月 30 日火

▶主な対象業種　観光、飲食関連、理美容など

▶支給要件　市内で事業を営んでおり、今後も営業

する意思があり次のいずれかに該当するもの。

①８月の売上高が前々年または前年同月比 30％以

上減少／②３月から８月の平均売上高が前々年また

は前年比 20％以上減少／③８月の売上高と４月から

７月までの平均売上高を比較して 30％以上減少（業

歴１年未満）

▶手引き・申請書　詳しい対象業種や支給要件な

どを記載した申請の手引きと申請書は、市ホーム

ページに掲載しているほか、産業活力課および各

支所に設置しています。

問 産業活力課 産業戦略班 ☎ 30-0250

　 かづの商工会 ☎ 22-0050

あなたのチカラを消防団に

消防団員募集

新型コロナウイルス感染症対策

セミセルフレジ導入

消防団員は、それぞれが仕事を持ちながら、

火災や大規模災害の発生時に現場へ駆けつ

けて、消防本部と連携しながら消火活動や救助活

動を行います。鹿角市の非常勤職員となり、年額

報酬や災害活動に出動した際は出動手当などが支

給されます。

　本市では性別・職業問わず、18 歳以上であれば、

どなたでも入団できます。詳しくは消防本部まで

お問い合わせください。

問 鹿角広域行政組合消防本部 ☎ 23-5601

▶開催日程

本庁舎の証明書発行窓口などに、11 月中旬か

らセミセルフレジ（現金自動精算機）を導入

します。これにより、お客様と職員との金銭を介

した接触を回避し、新型コロナウイルスの感染防

止を図るとともに、利用者の利便性と市民サービ

スの向上につなげます。

▶設置場所　市民課、税務課、市民サービス窓口（い

とくショッピングセンター内）、大湯ストーンサー

クル館

問 税務課 収納管理室  ☎ 30-0215

ウインタースポーツ用品のバザーを開催しま

す。

▶日時　11 月 28 日日 9 時 30 分～ 10 時 30 分

▶場所　記念スポーツセンター

▶対象用品　スキー、スノーボード、ストック、

スキー靴、ウェアなどの衣類、サングラス、ヘルメッ

ト、ゴーグル、手袋、帽子、ローラースキーなど

問 鹿角市スキースポーツ少年団事務局

　 ☎ 23-5850

　 スポーツ振興課 ☎ 30-0297

スキーと駅伝のまち鹿角

ウインタースポーツ用品バザー

使わなくなったスキー用品を回収します

　ご家庭で使わなくなった使用可能なスキーやス

ノーボード用品をご提供ください。

▶回収日　11 月 14 日日、21 日日、27 日土

▶時間　9 時～ 12 時

▶回収場所　記念スポーツセンター

※事前連絡がある場合、平日 10 時～ 18 時に無料

提供品のみ回収します。

※委託販売（手数料 3 割）も受け付けます。ご希

望の方は、販売希望価格をお知らせください。

開催プログラム 日時 場所

オリエンテーション
11 月 12 日金
13 時 30 分～ 15 時 30 分

まちなか
オフィス

マイクロタスク講座①
11 月 19 日金
13 時 30 分～ 16 時 30 分

ＭＩＴプラザ

マイクロタスク講座②
11 月 22 日🈷
13 時 30 分～ 16 時 30 分

まちなか
オフィス

動画制作編集講座①
11 月 24 日水
13 時～ 17 時

動画制作編集講座②
11 月 25 日木
13 時～ 17 時

動画制作編集講座③
11 月 30 日火
13 時 30 分～ 16 時 30 分

ＭＩＴプラザ

男性向け事前オリエンテーション　

　婚活イベントプロデューサーを迎え、プロフィー

ルカードの作成や行程の確認などを行ないます。

※婚活ツアーの参加には、事前オリエンテーション

への参加が必須となります。オリエンテーションへ

の参加が難しい方は事前にご相談ください。

▶日時　お申し込みいただいた方へ直接連絡します
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けんこう information

名称 日にち 場所

オレンジカフェ
しゃべり～な

5 日金
文化の杜交流館コモッセ 

こもれび広場

19 日金 道の駅おおゆ

12 月 3 日金
文化の杜交流館コモッセ 

こもれび広場

いこいカフェ 10 日水 いこいの里

まちっこカフェ 18 日木 多世代交流スペース まちっこ

ぷら～っと
カフェ

18 日木 社会福祉協議会

ほっとな茶屋
月山の郷

21日日 月山の郷

認知症カフェの日程

❖問い合わせ

　オレンジカフェ しゃべり～な  　　☎ 30-0103

　時間　９時 30 分～ 12 時 30 分　　

　いこいカフェ  　　　　　　　 　　☎ 32-3330

　時間　10 時 30 分～ 12 時　　　　　　　

　まちっこカフェ （要予約）  　   　　☎ 22-4080

　時間　9 時 30 分～ 12 時 30 分

　ぷら～っとカフェ　　　　　   　　☎ 23-2165

　時間　9 時 30 分～ 12 時 30 分　

　ほっとな茶屋 月山の郷  　　   　　☎ 25-8022

　時間　9 時 30 分～ 12 時 30 分　　

とき 受付時間 ところ

25 日木
12 時 15 分～13 時 15 分 ㈱柳澤鉄工所

14 時 30 分～16 時 45 分 ㈱小板橋建設

26 日金

9 時～ 9 時 50 分 JA かづの営農経済部

10 時 45 分～11時 45 分 鹿角地域振興局

13 時 30 分～14 時 15 分 東北電力ネットワーク㈱鹿角電力センター

15 時 15 分～ 15 時 45 分 ㈲プレ・テック

＊ 400 ミリリットル献血にご協力をお願いします。輸血患者の

副作用軽減につながります。

※新型コロナウイルス感染症の拡大により、全国的に献血協力者

数が減少しているため、積極的にご協力いただきますようお願い

します。

11 月の献血車訪問11月の献血車訪問
広報かづの 10 月号掲載記事の訂正

　広報かづの 10 月号の「生き生き鹿角市民！こくほ
標語コンテスト」の記事に一部誤りがございました。

　深くお詫びいたしますとともに、ここに訂正させ
ていただきます。
　　　　　　　　問 市民課 国保医療班 ☎ 30-0222

表彰 作品（作者）

（正）

入賞

健診は あなたのからだの 通信簿（石井 勲さん）

検診日 年間予定に いの一番（阿部 隆孝さん）

（誤）
健診は あなたのからだの 通信簿（阿部 隆孝さん）

検診日 年間予定に いの一番（石井 勲さん）

けんこう information

　　

今
年
度
最
後
の
検
診
で
す
の
で
、
受
け
忘

れ
た
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
（
対
象
は
40
歳
以
上
の
方
）

胃
が
ん
検
診
（
要
予
約
）

❖
日
に
ち　

11
月
17
日
水

❖
時
間　

①
6
時
30
分
～
7
時
30
分　

②
7

時
45
分
～
8
時
30
分

❖
場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー　

❖
内
容　

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
レ
ン
ト
ゲ
ン

❖
料
金　

１
5
０
０
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
11
月
9
日
火
ま

で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
51
～
60
歳
（
昭
和
36
年
4
月
2
日
～
昭
和

46
年
4
月
1
日
生
）
の
方
は
無
料
で
す
。

肺
・
大
腸
が
ん
検
診

❖
日
時　

11
月
28
日
日 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー　

❖
内
容　

肺
：
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
大
腸
：

便
潜
血
検
査
（
検
便
）

❖
持
ち
物　

検
診
料
金　

（
肺
：
５
０
０
円
、

大
腸
：
８
０
０
円
）
、
保
険
証
、
2
日
分
の

便
（
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
る
方
の
み
）

※
51
～
60
歳
（
昭
和
36
年
4
月
2
日
～
昭
和

46
年
4
月
1
日
生
）
の
方
は
無
料
で
す
。

※
検
便
容
器
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
す
こ

や
か
子
育
て
課
健
康
づ
く
り
班
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

❖
注
意
事
項

・
検
便
の
提
出
は
、
代
理
の
方
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
黄
色
い
封
筒
（
裏
面
）
の
問
診
項
目

を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
時
は
、
ボ
タ
ン
な
ど
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
金
具
、
プ
リ
ン
ト
の
つ
い

て
い
な
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

　

  

☎
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‐
０
１
１
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子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

検
診
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に
す
こ
や

か
子
育
て
課
健
康
づ
く
り
班
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

❖
検
診
場
所　

か
づ
の
厚
生
病
院
：
子
宮
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
、
い
け
が
み
レ
デ
ィ
ー
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
：
子
宮
が
ん
検
診

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

　

  

☎
30
‐
０
１
１
９

　

対
象
の
方
（
昭
和
37
年
4
月
2
日
～
昭
和

54
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
性
）
に
は
、
抗

体
検
査
と
予
防
接
種
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
お
手
元

に
な
い
方
は
、
す
こ
や
か
子
育
て
課
健
康
づ

く
り
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
抗
体
検
査
の
結

果
、
抗
体
価
が
低
い
と
判
定
さ
れ
た
方
が
対

象
で
す
。
抗
体
検
査
の
み
を
受
け
、
予
防
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方
も
、
こ
の
機
会
に
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

❖
場
所　

市
内
医
療
機
関
を
含
む
全
国
の
指

定
医
療
機
関

※
風
し
ん
の
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種
は
、

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❖
持
ち
物　

ク
ー
ポ
ン
券
、
保
険
証
ま
た
は

運
転
免
許
証

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班 

　

 

☎
30
‐
０
１
１
９

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
市
内

３
医
療
機
関
の
み
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

❖
医
療
機
関
（
受
付
対
象
者
）

三
ヶ
田
内
科
循
環
器
科
医
院
（
12
歳
以
上
）
、

福
永
医
院
（
12
歳
以
上
）
、
い
け
が
み
レ
デ

ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
16
歳
以
上
、
か
か
り

つ
け
限
定
）

❖
予
約
方
法

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
た
はW

e
b

（h
ttp

s://

ju
m

p
.m

rso
.jp

/0
5
2
0
9
4

）

問 

鹿
角
市
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

（
平
日
9
時
～
17
時
）

　

 

☎
30
‐
０
７
１
５

　

右
足
く
る
ぶ
し
で
測
定
す
る
た
め
、
素
足

に
な
り
や
す
い
服
装
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

超
音
波
に
よ
る
簡
便
な
方
法
で
の
測
定
の

た
め
、
確
定
診
断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
定

診
断
や
詳
し
い
検
査
を
希
望
す
る
方
は
医
療

機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　

11
月
30
日
火 

13
時
30
分
～
14
時

30
分

❖
場
所　

大
湯
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
湯
都
里

※
感
染
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

受
講
者
に
は
、
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー

ド
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。
※
無
料
で
す
。

❖
日
時　

11
月
17
日
水 

10
時
～
11
時
30
分

❖
場
所　

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

介
護
予
防
班

 　

☎
30
‐
０
１
０
３

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
、
市
民
課
国
保
医
療
班
に
前

日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
程
や
場
所
が
変
更
に
な
る
場
合
に
は
、
お

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
個
別
に
連
絡
し

ま
す
。

　

無
料
託
児
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
4
日

前
ま
で
に
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
（
☎
30
‐

０
８
５
５
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
場
所
／
持
ち
物
な
ど

　

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
ご
家
族
、
地
域
の
方
々
が
集
い
、
認
知

症
に
つ
い
て
知
る
・
語
る
・
つ
な
が
る
場
所

で
す
。
カ
フ
ェ
は
無
料
で
、
内
容
は
カ
フ
ェ

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

カ
フ
ェ
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

❖
対
象　

認
知
症
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

❖
内
容　

ミ
ニ
講
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

創
作
活
動
、
体
操
な
ど
、
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

介
護
予
防
班

 　

☎
30
‐
０
１
０
３

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

（
さ
ん
さ
ん
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）

1
日
月
10
時
～
／
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料
、
①
ス
ト

レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
、
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

※
①
②
は
有
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

（
ヘ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン
）

10
日
水
10
時
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
（
コ

モ
ッ
セ
内
）
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

コ
コ
か
ら
体
操
教
室
（
華
美
会
）

12
日
金
10
時
～
／
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
／
運

動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

ゆ
っ
た
り
ヨ
ガ
教
室
（
く
び
れ
て
み
ヨ
ー
ガ
）

12
日
金
10
時
15
分
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー

（
コ
モ
ッ
セ
内
）
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判

バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲
料

ち
ょ
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室（
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ク
ル
）

28
日
日
10
時
～
／
福
祉
プ
ラ
ザ
／
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

飲
料

浅
利
ゆ
み
先
生
の
健
康
体
操
教
室

（
ス
マ
イ
ル
教
室
）

23
日
火
13
時
30
分
～
／
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

／
水
分
補
給
の
飲
料

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
2

風
し
ん 

抗
体
検
査
・
予
防
接
種

費
用
助
成

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
カ
フ
ェ

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
の

追
加
検
診

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

11
月
の
骨
密
度
測
定
会
＆

ナ
ト
カ
リ
比
測
定
会

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

11
月
の
運
動
教
室

ク
ー
ポ
ン
券

有
効
期
限

抗
体
検
査

12
月
31
日
金

予
防
接
種

令
和
4
年
１
月
31
日
🈷
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古
文
書
読
み
方
講
座

❖
日
時　

11
月
18
日
木  

13
時
30
分
～
15
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

研
修
室
（
コ

モ
ッ
セ
内
）

❖
講
師　

柳
澤 

裕
子
氏

❖
内
容　

慶
応
四
年
、
戊
辰
戦
争
に
臨
む

使つ
か
い
む
し
ゃ

武
者
兼
御お

 と
も
が
し
ら

供
頭
の
内
藤
調
一
の
「
出
陣
日
記
」

や
、 

江
戸
時
代
後
期
の
「
尾
去
沢
銅
山
年
中
行

事
」
（
阿
部
恭
助
著
）
か
ら
、
当
時
の
歴
史
や

出
来
事
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

問 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

山
形
交
響
楽
団
特
別
演
奏
会 

鹿
角
公
演

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

❖
日
に
ち　

令
和
4
年
1
月
20
日
木

❖
時
間　

開
演
19
時
（
開
場
18
時
）

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文
化
ホ
ー
ル

❖
ゲ
ス
ト　

須す

が

わ川 

展の

ぶ

や也
氏
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）

❖
入
場
料　

一
般
２
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

１
千
円

※
全
席
指
定
、
小
学
生
以
上
入
場
可

❖
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

コ
モ
ッ
セ
窓
口
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
大
湯
支
所
、
セ
パ
ー
ム
（
小
坂
町
）
、

ほ
く
し
か
鹿
鳴
ホ
ー
ル
（
大
館
市
）
、
山
響
チ

ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

問 

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ　

　

☎
30
‐
１
５
０
４

「
親
子
で
学
ぶ
は
じ
め
て
の
株
式
講
座

」
×
「

学
校
で

は
教
え
て
く
れ
な
い
！
は
な
わ
ん
こ
の
お
金
の
学
校
」

　

前
半
は
、
親
は
日
本
証
券
業
協
会
の
方
か
ら

株
式
と
は
何
か
を
イ
チ
か
ら
学
び
、
子
ど
も
は

鹿
角
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム
研
究
会
の
方
と
一
緒
に

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊
び
な
が
ら
お
金
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

　

後
半
は
、
親
子
で
一
緒
に
、
「
ブ
ル
サ
」
と

い
う
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
株
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

❖
日
時　

12
月
4
日
土 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

研
修
室
、
講

堂
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
定
員　

各
30
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

※
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 

☎
30
‐
０
２
９
２

　

 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

　
❖
日
時　

11
月
13
日
土 

13
時
30
分
～
16
時
20
分

❖
場
所　

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
か
づ
の

❖
内
容　

少
年
の
主
張
発
表
や
芸
能
発
表
、
臨

床
心
理
士
に
よ
る
講
演
も
あ
り
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班

　

☎
30
‐
０
２
９
２

子育て・学び information

❖
日
時　

11
月
13
日
土 

13
時
30
分
～
15
時

❖
参
加
方
法　

①
オ
ン
ラ
イ
ン 

②
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
「
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館 

万
座

ホ
ー
ル
」

❖
内
容　

鹿
角
市
の
文
化
財
1
（
鹿
角
市
）
・

桜お
う
ろ
か
ん

櫓
館
（
大
館
市
）
を
映
像
で
紹
介
し
ま
す
。

❖
申
込
方
法　

①
オ
ン
ラ
イ
ン
：
大
館
市
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

②
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
：
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

※
い
ず
れ
も
11
月
10
日
水
ま
で

問 
生
涯
学
習
課 

文
化
財
振
興
班　

　

☎
30
‐
０
２
９
４　

E
-m

a
il

：b
u
n
k
a
za

i@
city.k

a
zu

n
o

.lg
.jp

郷
土
を
語
る
会

❖
日
時　

11
月
19
日
金 

14
時
～
16
時

❖
場
所　

十
和
田
図
書
館 

2
階 
講
座
室

❖
講
師　

阿
部 

正
記
氏

❖
内
容　

毛
馬
内
・
伊
藤
家
の
御
年
代
記
を
読

み
進
め
ま
す
。

古
典
読
書
講
座
「
源
氏
物
語
を
読
む
」

❖
日
時　

11
月
20
日
土 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

十
和
田
図
書
館 

2
階 

講
座
室

❖
講
師　

小
田
島 

哲
夫
氏

❖
内
容　

「
源
氏
物
語
」
を
読
み
進
め
ま
す
。

問 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

子育て・学び information

十
和
田
図
書
館

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

湖
南
を
知
る
会

❖
日
時　

11
月
6
日
土 

13
時
30
分
～
15
時

❖
場
所　

先
人
顕
彰
館 

ホ
ー
ル

❖
講
師　

安
保 

範
子
氏

❖
内
容　

明
治
25
年
12
月
～
翌
年
1
月
、
湖
南

か
ら
父
十じ

ゅ
う
わ
ん

湾
（
調
一
）
へ
送
っ
た
書
簡
を
読
み

解
き
ま
す
。
年
末
に
東
京
か
ら
大
阪
へ
向
か
い
、

大
阪
見
物
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
言
い
つ
つ

も
町
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
友
人
で

あ
る
畑は

た
や
ま
ろ
き
ゅ
う

山
呂
泣
の
状
況
を
綴
っ
て
い
ま
す
。

文
化
講
演
会

「
相
馬
大
作
事
件
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
」

❖
日
時　

11
月
7
日
日  

13
時
30
分
～
16
時
30
分

❖
場
所　

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂

❖
講
師　

関 

豊
氏
「
相
馬
大
作
の
生
涯
」
、

中
村 

弘
美
氏
「
相
馬
大
作
事
件
を
語
る
～
名

作
に
魅
か
れ
て
～
」

鹿
角
人
物
事
典
講
座
～
松
浦
武
四
郎
が
交
わ
っ

た
毛
馬
内
の
文
人
‐
泉
澤
恭
助
～

❖
日
時　

11
月
20
日
土 

13
時
30
分
～
15
時

❖
場
所　

先
人
顕
彰
館 

ホ
ー
ル

❖
講
師　

金
澤 

文
三
氏

❖
内
容　

北
海
道
と
命
名
し
た
松
浦
武
四
郎
が

毛
馬
内
に
滞
在
し
た
時
の
町
の
様
子
を
描
い
た

「
鹿
角
日
誌
」
か
ら
鹿
角
随
一
の
儒
学
者
と
言

わ
れ
た
泉
澤
恭
助
と
の
交
わ
り
を
取
り
上
げ
ま

す
。

問 

先
人
顕
彰
館 

☎
35
‐
５
２
５
０

　

11
月
3
日
水
文
化
の
日
に
あ
わ
せ
、
市
内
の

社
会
教
育
施
設
の
入
館
料
を
無
料
に
し
ま
す
。

❖
無
料
開
放
施
設　

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル

館
、
先
人
顕
彰
館

問 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
振
興
班　

　

☎
30
‐
０
２
９
４

あ
の
ね
の
日

　

保
健
師
や
歯
科
衛
生
士
に
、
気
に
な
っ
て
い

る
事
や
心
配
事
な
ど
、
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

❖
日
時　

11
月
4
日
木 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
・
花
輪
市
民

セ
ン
タ
ー
和
室
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
対
象　

市
内
子
育
て
・
孫
か
て
中
の
方

奏
＆Y

よ

む

よ

む

O
M

U
Y

O
M

U

＆P

ぴ

ょ

ん

ぴ

ょ

ん

Y
O

N
PY

O
N

の
日

❖
日
時　

11
月
11
日
木 

10
時
30
分
～
11
時
30
分

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
対
象　

市
内
子
育
て
・
孫
か
て
中
の
方

ぺ
た
ぺ
た
の
日

❖
日
時　

11
月
18
日
木 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
対
象　

市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
そ
の
家
族

❖
定
員　

20
組

く
す
く
す
学
校
＆
く
す
く
すL

ラ

イ

フ

IF
E

「
お
抹
茶
で
ち
ょ
っ
と
一
息
♡
」

❖
日
時　

11
月
20
日
土 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
対
象　

市
内
子
育
て
・
孫
か
て
中
の
方

❖
参
加
費　

3
０
０
円

❖
定
員　

10
人
（
先
着
順
・
要
申
込
）

❖
持
ち
物　

白
い
靴
下

※
無
料
託
児
が
あ
り
ま
す
。
（
要
予
約
）

ま
ま
と
い
っ
し
ょ

❖
日
時　

11
月
26
日
金 

10
時
30
分
～
11
時
30
分

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
対
象　

市
内
在
住
の
1
歳
半
以
上
の
未
就
学

児
と
そ
の
家
族

う
み
た
の

❖
日
時　

11
月
28
日
日 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
講
師　

菅
原 

光
子
氏
（
助
産
院
イ
ス
キ
ア

助
産
師
）

❖
対
象　

市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
ご
家

族
、
産
後
間
も
な
い
マ
マ

❖
持
ち
物　

母
子
手
帳

❖
申
込
締
切　

11
月
25
日
木

※
無
料
託
児
が
あ
り
ま
す
。
（
要
予
約
）

問 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー 

☎
30
‐
０
８
５
５

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

写真提供のお願い 花
輪
図
書
館

社
会
教
育
施
設
の
無
料
開
放

「
か
づ
の
人
財
発
掘
講
座
」
×
「
は

な
わ
ん
こ
の
ド
キ
ド
キ
土
曜
教
室
」

先
人
顕
彰
館

※密をさけるために人数調整をしていますので、ご協力をお願いします。また、お子

さん１人につき、付き添いの保護者は１人まででお願いします。体調不良や 11月の

参加が難しい場合は、ご連絡ください。

問 すこやか子育て課 健康づくり班 ☎ 30-0265

とき 内容 対象 受付時間 場所

5 日金 3 歳児健診 平成 30 年 6 月14 日～ 7 月 23 日生

１２時 45 分～
13 時

福祉保健
センター

10 日水 3～ 4か月児健診 令和 3 年 7 月生

11日木 1歳 6か月児健診 令和 2 年 2 月 26 日～ 4 月16 日生

16 日火 乳児相談（8～ 10か月児） 令和 3 年 1月・2 月生 9 時 45 分～ 10 時

18 日木 5 歳児すくすく健康相談 対象の方には園から通知が届きます
１２時 45 分～

13 時

25 日木 乳児相談（４～５か月児） 令和 3 年 6 月生
9 時 45 分～

10 時

乳幼児の健診カレンダー

平
成
30
年
11

月

6

日
生
／
八
幡
平

父 

高
州
さ
ん
・
母 

知
江
さ
ん

ユンボ、ダンプ、トラクターが

大好き。妹のことも大好きな

やさしいお兄ちゃんです。

浅
あさいし

石 恵
け い ご

吾くん ❸歳

今
月
の
声
か
け
運
動
は

11
月
５
日
金
に
実
施
し
ま
す
。

❖
時
間　

７
時
15
分
～
８
時

平
成
30
年
11

月

14

日
生
／
花
輪

父 

一
元
さ
ん
・
母 

麻
理
子
さ
ん

踊るのが大好き橙花ちゃん‼

ご飯を食べていっぱい体を動

かして大きくなってね。

十
じゅうにばやし

二林 橙
と う か

花ちゃん ❸歳

今月のお誕生日

ほ
く
ろ
く
文
化
財
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

　歴史民俗資料館では、鹿角の歴史や民俗をテーマにした企画展を定期的に開
催していますが、館にある写真には限りがあることから、市民の皆さんのお宅
にある古い写真をお借りし、展示物を充実させたいと考えています。ご自宅に
次のような昔の写真がありましたら、ご協力お願いします。

▶借用したい写真　昭和 30 年以前の町並みや市日の様子、お祭り、地域の行
事、農作業などの風景、鉱山や市内の名所・旧跡の写真や絵葉書　など
※ご連絡をいただきましたら、写真は職員がご自宅に伺い、お借りします。お
借りした写真は複写後にお返しします。

問 歴史民俗資料館 ☎ 22-7288

青
少
年
育
成
鹿
角
市
民
会
議
「
市

民
の
つ
ど
い
」
・
か
づ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
考
え
る
会
」



み
ん
な
の
情
報
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

原
稿
の
締
切
日
は
発
行
月
の
前
月
８
日
で
す
。

◎ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

政
策
企
画
課　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
‐
１
１
２
２

情
報
の
広
場

情
報
の
広
場

2021年 11月号19 KAZUNO CITY 2021年 11月号 18KAZUNO CITY

日
時
：
11
月
16
日
火 

13
時
～
15
時

場
所
：
鹿
角
地
域
振
興
局 

３
階 

大

会
議
室

　

ま
た
、
12
月
1
日
水
か
ら
令
和
4

年
1
月
11
日
火
ま
で
は
郵
送
に
よ
る

申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳

し

く

は

、

秋

田

県

ウ

ェ

ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
s
:/

/
w

w
w

.

p
re

f.a
k

ita
.lg

.jp
/
p

a
g

e
s
/

a
rc

h
iv

e
/5

9
1
6
8

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所 

課
税

部 

課
税
第
二
課

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
３
３
４
１

　

肥
料
や
除
草
剤
の
中
に
は
、
爆
発

物
の
原
料
と
な
り
得
る
化
学
物
質
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

爆
発
物
を
使
用
し
た
テ
ロ
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
使
い
残
し
た
肥

料
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
次
の
３

点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
野
積
み
し
な
い

・
鍵
の
か
か
る
倉
庫
な
ど
に
保
管
す

る・
盗
難
被
害
や
紛
失
に
気
付
い
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
す
る

問
鹿
角
警
察
署 

警
備
課

☎
23
‐
３
３
２
１

　

移
住
者
支
援
や
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
づ
の

c

ク

ラ

ッ

シ

ィ

la
c
c
y

で
は
、
新
た
な
事
業
と
し

て
子
ど
も
服
や
子
育
て
用
品
の
リ
サ

イ
ク
ル
「ic

o
tt

」
を
始
め
ま
し
た
。

不
用
品
を
引
き
取
り
、
低
価
格
で
販

売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

※
不
用
品
の
買
い
取
り
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

場
所
：k

ケ

マ

ケ

マ

e
m

a
k
e
m

a

十
和
田
毛
馬
内
字
下
小
路
51
‐
８

※
国
道
２
８
２
号
沿
い
、
「
か
づ
の

cla
ccy

」
の
ノ
ボ
リ
が
目
印

開
設
時
間
：
🈷
～
土  

9
時
～
17
時

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
づ
のcla

ssy

☎
０
９
０
‐
７
３
２
７-

５
０
１
３

　

毎
年
12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
早
期
治
療

に
よ
り
他
者
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
検
査
・
相
談
は
匿
名
・

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
：
12
月
１
日
水 

15
時
～
16
時
、

17
時
30
分
～
19
時

定
員
：
５
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
の

予
約
が
必
要
で
す
。

問
大
館
保
健
所 

健
康
・
予
防
課

☎
０
１
８
６
‐
52
‐
３
９
５
２

　

例
年
開
催
し
て
い
た
年
末
調
整
説

明
会
は
、
今
年
も
開
催
し
ま
せ
ん
。

年
末
調
整
に
関
す
る
資
料
な
ど
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
年
末
調
整

特
集
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
大
館
税
務
署 

総
務
課

☎
０
１
８
６
‐
42
‐
０
６
７
１

　

７
月
１
日
か
ら
電
話
リ
レ
ー
サ
ー

ビ
ス
が
開
始
し
ま
し
た
。

　

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
聴

覚
や
発
話
に
困
難
の
あ
る
方
が
、
通

訳
オ
ペ
レ
ー
タ
を
介
し
て
、
耳
が
聞

こ
え
る
方
と
の
電
話
で
の
や
り
取
り

を
可
能
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ど

な
た
で
も
利
用
可
能
で
す
が
、
聴
覚

や
発
話
に
困
難
の
あ
る
方
は
、
利
用

登
録
と
サ
ー
ビ
ス
用
の
電
話
番
号
取

得
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://n
ftrs.o

r.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
一
般
財
団
法
人 

日
本
財
団
電
話

リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

☎
03
‐
６
２
７
５
‐
０
９
１
２

FAX
：

03
‐
６
２
７
５
‐
０
９
１
３

E
-m

a
il

：in
fo

@
n
ftrs.o

r.jp

※ 11 月 30 日火は国民健康保険税第５期の納期限です。

　

お
産
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
社
会

背
景
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
き

ま
し
た
。
「
生
ま
れ
る
・
生
き
る
」

と
は
何
か
を
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
：
11
月
27
日
土 

13
時
30
分
～

16
時
30
分
（
受
付
13
時
か
ら
）

場
所
：
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂

(

コ
モ
ッ
セ
内)

講
演
：
「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
日
本
の
文

化　

幸
せ
な
「
い
の
ち
」
の
バ
ト
ン
」

講
師
：
岡
野 

眞ま

き

よ

規
代
氏
（
鳥
取
県

智
頭
町
・
女
性
と
子
ど
も
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
代
表
）

問
鹿
角
の
産
婦
人
科
を
守
る
会

☎
23
‐
２
４
６
３

　

鹿
角
の
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
市

民
町
民
の
会　

☎
22
‐
７
１
６
６

　

消
防
法
令
に
基
づ
い
て
消
火
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
建
物

な
ど
で
、
平
成
23
年
1
月
1
日
の
規

格
省
令
改
正
に
よ
り
、
既
に
型
式
が

失
効
し
て
い
る
消
火
器
を
継
続
的
に

設
置
で
き
る
の
は
、
令
和
3
年
12
月

31
日
ま
で
で
す
。
令
和
4
年
1
月
1

日
以
降
は
、
型
式
が
失
効
し
た
消
火

器
の
設
置
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

計
画
的
な
交
換
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
鹿
角
広
域
行
政
組
合 

消
防
本
部

警
防
予
防
課 

☎
22
‐
７
３
２
５

　

県
内
の
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着

を
図
る
た
め
、
次
の
資
金
の
無
利
子

で
の
貸
し
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た
。

介
護
分
野
就
職
支
援
金

対
象
：
介
護
職
員
初
任
者
研
修
な
ど

所
定
の
研
修
を
受
講
し
、
県
内
の
介

護
施
設
へ
就
職
し
た
方
ま
た
は
就
職

予
定
の
方

貸
付
額
：
上
限
20
万
円

返
還
免
除
条
件
：
就
職
後
、
県
内
の

介
護
施
設
で
２
年
間
介
護
業
務
に
従

事
す
る
こ
と

障
害
福
祉
分
野
就
職
支
援
金

対
象
：
介
護
職
員
初
任
者
研
修
な
ど

所
定
の
研
修
を
受
講
し
、
県
内
の
障

害
福
祉
施
設
へ
就
職
し
た
方
ま
た
は

就
職
予
定
の
方

貸
付
額
：
上
限
20
万
円

返
還
免
除
条
件
：
就
職
後
、
県
内
の

障
害
福
祉
施
設
で
２
年
間
障
害
サ
ー

ビ
ス
業
務
に
従
事
す
る
こ
と

問
秋
田
県
福
祉
保
健
人
財
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
‐
８
６
４
‐
３
５
０
０

　

毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
1
日
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。
こ
の

期
間
は
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
や
、
名
誉
ま
た
は
平

穏
な
生
活
へ
の
配
慮
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
定
め
た
も
の
で
す
。 

　

警
察
は
、
捜
査
の
進
捗
状
況
の
連

絡
や
診
断
書
料
な
ど
の
公
費
負
担
、

被
害
者
支
援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
、

被
害
者
支
援
員
制
度
な
ど
各
種
支
援

や
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

制
度
：
犯
罪
被
害
給
付
金
、
国
外
犯

罪
被
害
弔
慰
金
等
支
給
制
度

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

相
談
窓
口
：
（
公
社
）
秋
田
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
性
犯
罪
被
害

相
談
電
話
全
国
共
通
番
号
（
☎
♯

８
１
０
３
）

問
鹿
角
警
察
署 

警
務
課 

被
害
者
支

援
係 

☎
23
‐
３
３
２
１　

募
集
期
間
：
11
月
10
日
水
～
12
月
1

日
水
（
必
着
）

募
集
人
数
・
貸
与
額
な
ど
：

応
募
資
格
：
①
秋
田
県
出
身
者
②
令

和
4
年
４
月
に
国
公
立
・
私
立
の
大

学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
専
門
課

程
に
入
学
③
令
和
４
年
３
月
に
高
校

卒
業
予
定
ま
た
は
高
校
卒
業
後
３
年

以
内
④
学
資
の
支
弁
が
困
難　

な
ど

問
公
益
財
団
法
人 

秋
田
県
育
英
会

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
３
５
５
２

日
時
：
12
月
7
日
火 

13
時
～
15
時

30
分

場
所
：
感
動
！
鹿
角
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

対
象
者
：
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
方

内
容
：
生
涯
現
役
実
現
の
た
め
の
再

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
企
業
合

同
説
明
会

参
加
事
業
所
：
10
社
程
度

参
加
費
：
無
料

定
員
：
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
角
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
：
12
月
6
日
🈷

問
公
益
社
団
法
人 

秋
田
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
１
８
‐
８
８
８
‐
４
６
８
０

　

法
務
局
で
は
、
「
自
筆
証
書
遺
言

書
」
を
保
管
す
る
業
務
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

　

自
ら
作
成
し
て
自
宅
な
ど
で
保
管

す
る
自
筆
証
書
遺
言
書
は
、
そ
れ
を

作
成
し
た
人
が
亡
く
な
っ
た
後
、
遺

言
書
の
信
ぴ
ょ
う
性
や
遺
言
内
容
を

め
ぐ
っ
て
紛
争
が
生
じ
た
り
、
相
続

人
が
遺
言
書
の
存
在
に
気
付
か
な
い

ま
ま
相
続
手
続
き
を
進
め
て
し
ま
う

な
ど
、
不
安
な
点
も
あ
り
ま
す
。

　

遺
言
書
保
管
制
度
は
、
手
軽
で
自

由
度
が
高
い
と
い
う
自
筆
証
書
遺
言

書
の
利
点
は
そ
の
ま
ま
に
、
遺
言
者

が
亡
く
な
っ
た
時
に
は
、
法
務
局
が

遺
言
書
を
保
管
し
て
い
る
こ
と
を
相

続
人
に
通
知
す
る
ほ
か
、
家
庭
裁
判

所
に
よ
る
検
認
が
不
要
に
な
る
な
ど
、

自
分
の
最
終
意
思
の
実
現
と
円
滑
な

相
続
手
続
き
に
つ
な
が
る
制
度
で
す
。

問
秋
田
地
方
法
務
局 

大
館
支
局

☎
０
１
８
６
‐
42
‐
６
５
１
４

　

作
製
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
材
料
を

使
っ
て
自
由
に
手
作
り
で
き
ま
す
。

日
時
：
12
月
5
日
日 

10
時
～
16
時

場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

こ
も
れ
び
広
場

参
加
費
：
無
料

問
鹿
角
国
際
交
流
協
会

　

☎
22
‐
６
０
８
８

　

秋
田
県
鹿
角
地
域
振
興
局
で
は
、

地
域
に
お
け
る
身
近
な
課
題
の
解
決

や
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
自
立

的
・
主
体
的
に
取
り
組
み
、
優
れ
た

活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
団
体

や
個
人
の
方
を
表
彰
し
、
地
域
活
動

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
自
薦
・

他
薦
問
わ
ず
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
：
応
募
用
紙
に
活
動
内
容

な
ど
を
記
入
し
、
鹿
角
地
域
振
興
局

地
域
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
同
課
窓
口
や
秋
田
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

募
集
期
間
：
11
月
30
日
火
ま
で
（
当

日
消
印
有
効
）

問
秋
田
県
鹿
角
地
域
振
興
局 

地
域

企
画
課

☎
22
‐
０
４
５
７ 

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

旧
規
格
の
消
火
器
の
交
換

介
護
・
障
害
福
祉
分
野
の

新
た
な
貸
付
事
業
の
開
始

農
業
用
軽
油
引
取
税
免
税
証

交
付
申
請
の
集
合
受
付

年
末
調
整
に
つ
い
て

ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

作
製
会

犯
罪
被
害
者
週
間

「
い
の
ち
」
の
学
習
会

　

■ 出張年金相談（鷹巣年金事務所）

相談日：11 月10 日水、1 7 日 水、24 日水

／相談場所：市役所 1・2 会議室／開設時

間：9 時 30 分～12 時、13 時～15 時30 分 

＊相談日の１カ月前から前日までに鷹巣年金

事務所への予約が必要です。基礎年金番号

のわかる年金手帳や年金証書をご準備の

上、電話で予約してください。

問鷹巣年金事務所 お客様相談室

☎0186-62-1490

■無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）

相談日：11 月 9 日火／相談場所：市役所第

3 会議室 ／開設時間：13 時 30 分～16 時

問生活環境課 コミュニティ推進班 ☎ 30-0202

■ 無料弁護士相談（秋田弁護士会）

①相談日：11 月 11 日木／相談場所：

交流センター／開設時間：13 時 30

分～ 16 時／担当：川田 繁幸 弁護士

②相談日：11 月 25 日木／相談場所：

交流センター／開設時間：13 時 30

分～ 16 時／担当：熊谷 克史 弁護士

＊どちらも前日までに予約が必要です。

問消費生活センター ☎30-0258

■無料土地・家屋相談 ( 土地家屋調査士）

相談日：11 月16 日火／相談場所：交流

センター ／開設時間：13 時 30 分～15

時 30 分 ＊前日までに予約が必要です。

問消費生活センター ☎30-0258

今月の相談日程

ホームページは

こちら

子
育
て
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

「i

イ
コ
ッ
ト

c
o
tt

」

元
気
な
ふ
る
さ
と
鹿
角
・

小
坂
☆
地
域
づ
く
り
活
動

表
彰
の
募
集

肥
料
な
ど
の
保
管
管
理
の
徹
底

令
和
４
年
度
大
学
・
専
修
学

校
入
学
一
時
金
奨
学
生
募
集

種
類

募
集
人
員

貸
与
額

所
得

制
限

大
学

20
人
程
度

50
万
円
、

70
万
円
、

100
万
円
か

ら
選
択

あ
り

専
修

学
校

30
人
程
度

30
万
円

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
開
始

遺
言
書
保
管
制
度

シ
ニ
ア
の
お
仕
事
フ
ェ
ア
in

鹿
角



世
界

遺
産

問 大湯ストーンサークル館　☎ 37-3822

　

大
湯
環
状
列
石
を
含
む
「
北
海
道
・

　

大
湯
環
状
列
石
を
含
む
「
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
世
界
文
化

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
７
月

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
７
月
2727
日
以
降
、

日
以
降
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
遺
跡
を
訪

市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
遺
跡
を
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
、
８
月
、
９
月
の
来

れ
る
よ
う
に
な
り
、
８
月
、
９
月
の
来

訪
者
は
例
年
の
約
３
倍
に
増
え
ま
し
た
。

訪
者
は
例
年
の
約
３
倍
に
増
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
遺
跡
を
訪
れ
る
方
々
に
大

　

こ
う
し
た
遺
跡
を
訪
れ
る
方
々
に
大

湯
環
状
列
石
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
の

湯
環
状
列
石
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
の

が
、
ガ
イ
ド
組
織
「
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
」

が
、
ガ
イ
ド
組
織
「
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
」

で
す
。
令
和
元
年
の
会
発
足
時
に
は

で
す
。
令
和
元
年
の
会
発
足
時
に
は
1010

人
だ
っ
た
会
員
も
現
在
は

人
だ
っ
た
会
員
も
現
在
は
4040
人
に
ま
で

人
に
ま
で

増
え
、
史
跡
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

増
え
、
史
跡
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
で
は
、

　

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
で
は
、

大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
と
連
携
し
て
、
今
年
の

大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
と
連
携
し
て
、
今
年
の

44
月
か
ら
、
月
に
１
度
「
ガ
イ
ド
入
門

月
か
ら
、
月
に
１
度
「
ガ
イ
ド
入
門

講
座
」
を
開
催
し
、
新
規
ガ
イ
ド
の
発

講
座
」
を
開
催
し
、
新
規
ガ
イ
ド
の
発

掘
を
進
め
て
お
り
、
新
た
に
３
人
の
ガ

掘
を
進
め
て
お
り
、
新
た
に
３
人
の
ガ

イ
ド
が
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。　

イ
ド
が
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
ほ
か
、
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
を
対
象

　

こ
の
ほ
か
、
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
を
対
象

に
ガ
イ
ド
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
も
開
催

に
ガ
イ
ド
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
も
開
催

し
て
お
り
、
遺
跡
に
関
す
る
こ
と
だ
け

し
て
お
り
、
遺
跡
に
関
す
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
避
難
訓
練
や
救
命
救
急
講
習

で
な
く
、
避
難
訓
練
や
救
命
救
急
講
習

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

で
、
ガ
イ
ド
内
容
の
充
実
や
観
光
客
へ

で
、
ガ
イ
ド
内
容
の
充
実
や
観
光
客
へ

の
対
応
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

の
対
応
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

一
度
、
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
の
ガ
イ
ド
を

　

一
度
、
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
の
ガ
イ
ド
を

体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

実
に
関
す
る
事
項
も
質
問
す
る
こ
と
が

実
に
関
す
る
事
項
も
質
問
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。

⑤
事
実
ま
た
は
法
律
の
適
用
に
つ
い
て

⑤
事
実
ま
た
は
法
律
の
適
用
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検

察
官
の
求
刑
と
は
別
に
独
立
し
て
求
刑

察
官
の
求
刑
と
は
別
に
独
立
し
て
求
刑

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

以
上
に
つ
い
て
は
、
ご
自
身
で
行
わ

　

以
上
に
つ
い
て
は
、
ご
自
身
で
行
わ

ず
、
弁
護
士
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
弁
護
士
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
資
力
の
乏
し
い
方
は
、

ま
す
。
ま
た
、
資
力
の
乏
し
い
方
は
、

国
選
被
害
者
参
加
弁
護
士
の
選
定
を
求

国
選
被
害
者
参
加
弁
護
士
の
選
定
を
求

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

被
害
者
参
加
者
制
度
を
利
用
で
き
る

　

被
害
者
参
加
者
制
度
を
利
用
で
き
る

事
件
は
、
人
の
生
命
・
身
体
・
自
由
に

事
件
は
、
人
の
生
命
・
身
体
・
自
由
に

重
大
な
侵
害
を
加
え
る
犯
罪
で
、
殺

重
大
な
侵
害
を
加
え
る
犯
罪
で
、
殺

人
、
傷
害
、
危
険
運
転
致
死
傷
、
強
制

人
、
傷
害
、
危
険
運
転
致
死
傷
、
強
制

性
交
・
強
制
わ
い
せ
つ
、
逮
捕
・
監
禁
、

性
交
・
強
制
わ
い
せ
つ
、
逮
捕
・
監
禁
、

過
失
運
転
致
死
傷
な
ど
で
す
。

過
失
運
転
致
死
傷
な
ど
で
す
。

　

被
害
者
参
加
制
度
の
対
象
と
な
ら
な

　

被
害
者
参
加
制
度
の
対
象
と
な
ら
な

い
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
で
も
、

い
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
で
も
、

被
害
者
を
支
援
す
る
制
度
は
他
に
も
あ

被
害
者
を
支
援
す
る
制
度
は
他
に
も
あ

り
ま
す
の
で
、
法
テ
ラ
ス
ま
で
ご
相
談

り
ま
す
の
で
、
法
テ
ラ
ス
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

　

被
害
者
参
加
制
度
と
は
、
一
定
の
事

　

被
害
者
参
加
制
度
と
は
、
一
定
の
事

件
の
被
害
者
本
人
や
遺
族
ら
が
、
刑
事

件
の
被
害
者
本
人
や
遺
族
ら
が
、
刑
事

裁
判
に
参
加
し
て
、
公
判
期
日
に
出
席

裁
判
に
参
加
し
て
、
公
判
期
日
に
出
席

し
た
り
、
自
ら
証
人
尋
問
や
被
告
人
質

し
た
り
、
自
ら
証
人
尋
問
や
被
告
人
質

問
を
行
い
、
検
察
官
と
は
別
に
論
告
・

問
を
行
い
、
検
察
官
と
は
別
に
論
告
・

求
刑
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制

求
刑
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制

度
で
す
。

度
で
す
。

　

被
害
者
参
加
制
度
で
で
き
る
こ
と
は

　

被
害
者
参
加
制
度
で
で
き
る
こ
と
は

次
の
５
つ
で
す
。

次
の
５
つ
で
す
。

①
公
判
期
日
に
出
席
し
、
傍
聴
席
で
は

①
公
判
期
日
に
出
席
し
、
傍
聴
席
で
は

な
く
、
バ
ー
（
傍
聴
席
と
裁
判
官
な
ど

な
く
、
バ
ー
（
傍
聴
席
と
裁
判
官
な
ど

の
席
と
を
仕
切
っ
て
い
る
柵
）
の
中
に

の
席
と
を
仕
切
っ
て
い
る
柵
）
の
中
に

入
っ
て
刑
事
公
判
手
続
に
関
与
す
る
こ

入
っ
て
刑
事
公
判
手
続
に
関
与
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と
が
で
き
ま
す
。

②
検
察
官
の
権
限
の
行
使
に
関
し
て
意

②
検
察
官
の
権
限
の
行
使
に
関
し
て
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
証
人
に
対
し
、
情
状
に
関
す
る
事
項

③
証
人
に
対
し
、
情
状
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
、
直
接
尋
問
を
す
る
こ
と
が

に
つ
い
て
、
直
接
尋
問
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。

④
被
告
人
に
対
し
、
直
接
質
問
を
す
る

④
被
告
人
に
対
し
、
直
接
質
問
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
質
問
の
内
容
は
情

こ
と
が
で
き
ま
す
。
質
問
の
内
容
は
情

状
に
関
す
る
事
項
に
限
ら
ず
、
犯
罪
事

状
に
関
す
る
事
項
に
限
ら
ず
、
犯
罪
事

法の広場 問 法テラス鹿角法律事務所 ☎ 050-3383-1416

所在地
花輪字下花輪 50 番地
福祉保健センター内（２Ｆ）
相談受付時間
9 時～ 17 時 30 分
※要予約

法テラス鹿角法律事務所

被
害
者
参
加
制
度

伊東 憲二 弁護士

Kenji Ito

　

秋
田
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
「
き
り
た
ん

　

秋
田
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
「
き
り
た
ん

ぽ
鍋
」
は
、
新
米
の
出
回
る
秋
か
ら
冬
に
か

ぽ
鍋
」
は
、
新
米
の
出
回
る
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
よ
く
食
さ
れ
ま
す
が
、
発
祥
の
地
は
こ

け
て
よ
く
食
さ
れ
ま
す
が
、
発
祥
の
地
は
こ

こ
鹿
角
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
鹿
角
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

き
り
た
ん
ぽ
鍋
に
欠
か
せ
な
い
「
た
ん

　

き
り
た
ん
ぽ
鍋
に
欠
か
せ
な
い
「
た
ん

ぽ
」
は
、
杉
の
棒
に
ご
飯
を
半
殺
し

ぽ
」
は
、
杉
の
棒
に
ご
飯
を
半
殺
し((

半
つ
半
つ

ぶ
し
に
し
た
状
態

ぶ
し
に
し
た
状
態))

に
し
て
握
り
つ
け
、
炭

に
し
て
握
り
つ
け
、
炭

火
で
表
面
を
軽
く
炙
っ
た
も
の
で
す
。
た
ん

火
で
表
面
を
軽
く
炙
っ
た
も
の
で
す
。
た
ん

ぽ
と
い
う
名
前
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
ま
す

ぽ
と
い
う
名
前
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
、
た
ん
ぽ
の
形
状
が
ガ
マ
の
穂
に
似
て
お

が
、
た
ん
ぽ
の
形
状
が
ガ
マ
の
穂
に
似
て
お

り
、
ガ
マ
の
穂
の
こ
と
を
鹿
角
の
方
言
で

り
、
ガ
マ
の
穂
の
こ
と
を
鹿
角
の
方
言
で

短短た

ん

ぽ

た

ん

ぽ穂穂
や
立
ち
穂
と
呼
ん
で
い
た
か
ら
、
と
い

や
立
ち
穂
と
呼
ん
で
い
た
か
ら
、
と
い

う
の
が
定
説
で
す
。

う
の
が
定
説
で
す
。

　

た
ん
ぽ
は
も
と
も
と

　

た
ん
ぽ
は
も
と
も
と
山山や

ま

ご

や

ま

ご子子
と
呼
ば
れ
る
山

と
呼
ば
れ
る
山

か
ら
木
を
切
り
出
す
人
た
ち
が
、
間
食
と
し

か
ら
木
を
切
り
出
す
人
た
ち
が
、
間
食
と
し

て
焚
火
で
炙
っ
て
味
噌
な
ど
を
付
け
て
食
べ

て
焚
火
で
炙
っ
て
味
噌
な
ど
を
付
け
て
食
べ

て
い
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

て
い
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
山
子
た
ち
が
こ
の
た
ん
ぽ
を
キ

　

そ
し
て
、
山
子
た
ち
が
こ
の
た
ん
ぽ
を
キ

ジ
鍋
や
ウ
サ
ギ
鍋
に
切
っ
て
入
れ
た
の
が

ジ
鍋
や
ウ
サ
ギ
鍋
に
切
っ
て
入
れ
た
の
が

「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」
の
原
型
と
言
わ
れ
て
お

「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」
の
原
型
と
言
わ
れ
て
お

り
、
も
と
も
と
は
味
噌
味
が
主
流
だ
っ
た
よ

り
、
も
と
も
と
は
味
噌
味
が
主
流
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
き
り
た
ん
ぽ
鍋
が
花
輪
の
町
の
人

う
で
す
。
き
り
た
ん
ぽ
鍋
が
花
輪
の
町
の
人

た
ち
の
間
で
も
食
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

た
ち
の
間
で
も
食
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

　

市
民
全
員
が
ガ
イ
ド
と
し
て
、
鹿
角
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
市
内
外
に
発
信
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

市
内
観
光
名
所
や
歴
史
・
文
化
、
産
業
遺
産
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

は
明
治
初
期
で
、
民
俗
学
者
の
大
里
武
八
郎

は
明
治
初
期
で
、
民
俗
学
者
の
大
里
武
八
郎

が
記
し
た
「
鹿
角
方
言
考
」
に
は
、
明
治
十

が
記
し
た
「
鹿
角
方
言
考
」
に
は
、
明
治
十

年
頃
よ
り
き
り
た
ん
ぽ
を
客
人
に
出
し
て
も

年
頃
よ
り
き
り
た
ん
ぽ
を
客
人
に
出
し
て
も

て
な
し
た
、
と
あ
り
ま
す
。

て
な
し
た
、
と
あ
り
ま
す
。

　

町
の
人
た
ち
に
広
が
っ
た
き
り
た
ん
ぽ
鍋

　

町
の
人
た
ち
に
広
が
っ
た
き
り
た
ん
ぽ
鍋

は
味
噌
味
で
は
な
く
現
在
の
よ
う
な
醤
油
味

は
味
噌
味
で
は
な
く
現
在
の
よ
う
な
醤
油
味

で
、
こ
れ
に
は
明
治
五
年
、
浅
利
佐
助
商
店

で
、
こ
れ
に
は
明
治
五
年
、
浅
利
佐
助
商
店

が
町
中
に
で
き
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
た

が
町
中
に
で
き
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
十
年
に
は
、
当
時
有
名
だ
っ
た
料
亭

　

大
正
十
年
に
は
、
当
時
有
名
だ
っ
た
料
亭

「「
一一ひ

ふ

み

け

ん

ひ

ふ

み

け

ん

二
三
軒

二
三
軒
」
が
新
米
き
り
た
ん
ぽ
の
広
告

」
が
新
米
き
り
た
ん
ぽ
の
広
告

を
「
青
年
の
鹿
角
」
に
載
せ
て
お
り
、
さ
ら

を
「
青
年
の
鹿
角
」
に
載
せ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
秋
田
市
の
料
亭
「
浜
乃
家
」
に
伝
授
し

に
、
秋
田
市
の
料
亭
「
浜
乃
家
」
に
伝
授
し

た
こ
と
で
秋
田
名
物
と
な
り
ま
し
た
。

た
こ
と
で
秋
田
名
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
子
か
ら
伝
わ

　

山
子
か
ら
伝
わ

り
、
愛
さ
れ
続
け

り
、
愛
さ
れ
続
け

て
き
た
鹿
角
の
き

て
き
た
鹿
角
の
き

り
た
ん
ぽ
鍋
は
、

り
た
ん
ぽ
鍋
は
、

後
世
に
残
し
た
い

後
世
に
残
し
た
い

伝
統
食
文
化
の
一

伝
統
食
文
化
の
一

つ
で
す
。

つ
で
す
。

鹿
角
鹿
角
を

知知
る
・

伝伝
え
る

市
民
全
員
ガ
イ
ド
化
計
画

市
民
全
員
ガ
イ
ド
化
計
画

「
き
り
た
ん
ぽ
発
祥
の
地
」

「
き
り
た
ん
ぽ
発
祥
の
地
」

問 産業活力課 観光交流班 ☎ 30-0248、大湯ストーンサークル館 ☎ 37-3822

宝
く
じ
助
成
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
花
輪
の
館
自
治
会
と
八
幡
平
の

三
ヶ
田
自
治
会
が
テ
ー
ブ
ル
や
イ

ス
、
健
康
器
具
な
ど
の
備
品
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

購
入
し
た
備
品
は
懇
親
会
や
高
齢

者
サ
ロ
ン
な
ど
の
事
業
で
活
用
す
る

予
定
と
し
て
お
り
、
今
後
、
自
治
会

活
動
が
よ
り
活
発
に
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

「
一
般
財
団
法
人 

自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
」
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
の
た
め
の
助
成

を
行
い
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
事

業
で
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

・
集
会
施
設
の
整
備

・
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
文
化
へ
の
支
援
、

地
域
の
国
際
化
の
推
進
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
な
ど
の
事
業

問 

生
活
環
境
課 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
班

    

☎
30
‐
０
２
０
２

整備した備品　テーブル・イス・健康器具

大
湯
環
状
列
石

大
湯
環
状
列
石

～
ツ
タ
エ
ル
、
マ
モ
ル
、
カ
ン
ガ
エ
ル
～

～
ツ
タ
エ
ル
、
マ
モ
ル
、
カ
ン
ガ
エ
ル
～

ガイドレベルアップ講座

救命救急講習の様子

遺跡ガイドの様子

助
成
対
象

2021年 11月号21 KAZUNO CITY 2021年 11月号2021年 11月号 2020KAZUNO CITYKAZUNO CITY



11 月の行事予定（在宅当番医）

カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17

時
～
20

時
、
土
曜
は
14

時
～
17

時
、
日
曜
祝
日
は
８
時
30

分
～
17

時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

初雪を待ちながら。今月の新刊。今月の新刊。 問 問 花輪図書館（コモッセ内）☎23花輪図書館（コモッセ内）☎23－－44714471

　　　　　　 十和田図書館 ☎35　　　　　　 十和田図書館 ☎35－－32393239

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1 2 3 文化の日 4 5 6

長橋医院
☎ 23-7612

なかのクリニック
☎ 22-7335

小坂町診療所
☎ 29-5500

鹿角中央病院
☎ 23-4131

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

福永医院
☎ 35-3117

7 8 9 10 11 12 13

なかのクリニック
☎ 22-7335

いけがみクリニック
☎ 30-0111

大里医院
☎ 22-1251

長橋医院
☎ 23-7612

三ヶ田医院
☎ 31-1231

小坂町診療所
☎ 29-5500

本田医院
☎ 35-3002

14 15 16 17 18 19 20

かづの厚生病院
☎ 23-2111

いけがみクリニック
☎ 30-0111

大里医院
☎ 22-1251

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

本田医院
☎ 35-3002

鹿角中央病院
☎ 23-4131

長橋医院
☎ 23-7612

21 22 23 勤労感謝の日 24 25 26 27

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

三ヶ田医院
☎ 31-1231

本田医院
☎ 35-3002

大里医院
☎ 22-1251

小坂町診療所
☎ 29-5500

いけがみクリニック
☎ 30-0111

鹿角中央病院
☎ 23-4131

28 29 30

かづの厚生病院
☎ 23-2111

福永医院
☎ 35-3117

なかのクリニック
☎ 22-7335

○毛馬内コース

　2日火・16日火・30日火

○大湯①コース

　4日木・18日木

○大湯②コース

　5日金・19日金

○八幡平コース
　9 日火・20 日土
○花輪コース

　11日木・25日木

○尾去沢コース

　12日金・26日金

※八幡平コースの 23 日火は 20

日土に変更になっています。

「あおぞらぶっく号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫

※在宅当番医は変更になる場
合がありますので、事前に電
話または市ホームページでご
確認ください。

テレフォン病院 24 をご利用
ください。医師・看護師など
が、健康や介護に関する相談
をお聞きします。　
☎ 0120-959-783

ECO ＆ LIFE 問問 生活環境課　環境推進班  ☎ 30-0224 生活環境課　環境推進班  ☎ 30-0224

　　

古
着
・
古
布
・
古
紙
の
回
収

古
着
・
古
布
・
古
紙
の
回
収

◆◆
日
時　
日
時　

1111
月月
1313
日
土
日
土  

88
時
～
時
～
1010
時時

◆◆
回
収
場
所　

市
役
所
正
面
玄
関
前

回
収
場
所　

市
役
所
正
面
玄
関
前

◆◆
回
収
で
き
る
も
の　

回
収
で
き
る
も
の　

古
着
・
古
布

古
着
・
古
布　

洋
服
、
着
物
、
帯
、

　

洋
服
、
着
物
、
帯
、

ス
ー
ツ
、
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
な
ど

ス
ー
ツ
、
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
な
ど

古
紙
古
紙　　

段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、

牛
乳
パ
ッ
ク
、
紙
箱
、
紙
袋
な
ど

牛
乳
パ
ッ
ク
、
紙
箱
、
紙
袋
な
ど

◆◆
回
収
で
き
な
い
も
の

回
収
で
き
な
い
も
の

古
着
・
古
布

古
着
・
古
布　

ペ
ッ
ト
に
使
用
し
た
も

　

ペ
ッ
ト
に
使
用
し
た
も

の
、
濡
れ
て
い
る
も
の
、
布
の
切
れ
端

の
、
濡
れ
て
い
る
も
の
、
布
の
切
れ
端

や
ニ
ッ
ト
く
ず
、
「
わ
た
」
や
「
羽

や
ニ
ッ
ト
く
ず
、
「
わ
た
」
や
「
羽

毛
」
が
入
っ
た
も
の
、
セ
ー
タ
ー
な
ど

毛
」
が
入
っ
た
も
の
、
セ
ー
タ
ー
な
ど

の
毛
糸
製
品
、
枕
、
布
お
む
つ
、
下
着
、

の
毛
糸
製
品
、
枕
、
布
お
む
つ
、
下
着
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
毛
布
、
カ
ー
テ
ン
、
く

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
毛
布
、
カ
ー
テ
ン
、
く

つ
や
か
ば
ん
な
ど

つ
や
か
ば
ん
な
ど

古
紙
古
紙　

カ
ー
ボ
ン
紙
、
感
熱
紙
、
レ

　

カ
ー
ボ
ン
紙
、
感
熱
紙
、
レ

シ
ー
ト
、
圧
着
は
が
き
な
ど

シ
ー
ト
、
圧
着
は
が
き
な
ど

ECO

古
着
・
古
布
・
古
紙
の
無
料
回
収

こ
で
ん
の
無
料
回
収

快
適
な
暮
ら
し
の
情
報

シル
バーリハビリ体操

シル
バーリハビリ体操

みんな
で広めよう

　道具を使わず、いつでも、どこでも、ひと

りでもできる介護予防体操・シルバーリハビ

リ体操を紹介します。

問 あんしん長寿課 

    介護予防班

　 ☎ 30-0103

モ
デ
ル
：
村
木 

静
江
さ
ん

（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

2
級
指
導
士
）

手
順

●
足
を
肩
幅
に
開
い
て
、
姿
勢

を
正
し
ま
す
。

●
左
足
に
体
重
を
移
し
ま
す
。

●
ゆ
っ
く
り
と
右
足
を
持
ち
上

げ
、
数
秒
間
保
持
し
ま
す
。

※
反
対
の
足
も
同
様
に
行
い
ま

す
。

●足を上げる際は、できるだけ体を傾けないようにしましょう。

※バランスが取りにくい場合は、イスなどにつかまって正しい

姿勢で行いましょう。

ここがポイントここがポイント

バ
ラ
ン
ス
力
の
強
化
・
転
倒
予
防

片
足
立
ち

※23日に予定していました十和田市民センターのシルリハ教室

は中止となりました。

今月のシルリハ体操教室

❖時間　13時30分～14時30分

日にち 場所

１日🈷、18 日木 尾去沢市民センター

4 日木、17 日水 福祉保健センター

5 日金、19 日金 大湯温泉保養センター 湯都里

　  9 日火 十和田市民センター

11日木、25 日木 八幡平市民センター

体操を動画で見ることができます。

市ホームページはこちら
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・
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。

・
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で
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だ
さ
い
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11/1311/20

（12,780 世帯）

合計：29,333 人

女性：15,418 人

男性：13,915 人

　「インコ」と「オ

ウム」はどこがちが

うの？日本とアメリ

カのショートケーキ

は実はちがう？さま

ざまなものの「ちが

い」をテーマにした

図鑑です。（花輪）

　根元が赤い茎のほ

うれん草やほのかに

甘い果物のようなマ

クワウリなど、昔懐

かしい野菜の栽培方

法やオススメ料理な

どが紹介されていま

す。（花輪）

　地図を読み解きな

がら、秋田県の特徴

と魅力を詳しく紹介。

ストーンサークルや

花輪線、鉱山など、

鹿角にまつわる内容

も掲載されています。

（十和田）

　大人も子どもも、

誰にでもある「すき

なこと」「にがてなこ

と」。誰かの「すき」が、

誰かの「にがて」を

補い合い、世界中の

人がつながっていく

絵本です。（十和田）

すきなこと　にがてなこと

新井 洋行　作／嶽 まいこ　絵（くもん出版 )

秋田のトリセツ

昭文社編集部・アッシュ（田口 学、今崎 智子）・
MOVE（下坂 真由美）　編（昭文社）

しらべるちがいのずかん

おかべ たかし　文／やまで たかし　写真
（東京書籍）

あの懐かしい味の野菜を自分でつくる

岩崎 政利　文／関戸 勇　写真（新潮社）

人口と世帯（令和 3 年 9 月末現在）

■無料弁護士相談

■無料弁護士相談

■無料総合相談

■無料土地・家屋相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■シルリハ体操教室

十和田市民センター

■シルリハ体操教室

福祉保健センター

■シルリハ体操教室

湯都里

■シルリハ体操教室

八幡平市民センター

■シルリハ体操教室

八幡平市民センター

■シルリハ体操教室

尾去沢市民センター

■シルリハ体操教室

尾去沢市民センター

■シルリハ体操教室

湯都里■シルリハ体操教室

福祉保健センター
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